
主な内容
■まちの人口ビジョンと総合戦略を策定… ②
■木津川望み、1960人が快走………………… ④
■交流促進アクション・プランを策定… …… ⑥
■４月から「子育て支援課」新設…………… ⑦
■聴いてください私たちの思い…………… ⑧
■インフォメーション……………………… ⑬

まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

　実験や体験をとおして子どもたちに科学への興味・関心をと、２月９日、小学校で「おもしろ科学体験」が開催されました。
　京都大学と京都府教育委員会の連携事業として行われたもので、町内３小学校の５年生が体験。運動量とエネルギー保存の
法則や、磁力を利用した加速装置など様々な実験を大学生から説明を聞きながら学びました。
　また、宇宙の姿を立体的に見ることができるデジタル宇宙シアターが上映され、児童たちは４次元の宇宙空間に引き込まれ
ていました。（写真はガウス加速器の実験。佐山小学校）

小学校でおもしろ科学体験
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日
本
全
国
で
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口

減
少
社
会
が
現
実
の
も
の
と
な
る
な
か
、
国

が
示
す
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
」
で
は
、「『
東
京
一

極
集
中
』
の
是
正
」、「
若
い
世
代
の
就
労
・

結
婚
・
子
育
て
の
希
望
の
実
現
」、「
地
域
の

特
性
に
即
し
た
地
域
課
題
の
解
決
」
の
３
つ

の
基
本
的
視
点
が
示
さ
れ
、
２
０
６
０
年
に

1
億
人
程
度
の
人
口
確
保
が
目
指
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、人
口
減
少
を
は
じ
め
、

町
特
有
の
課
題
で
あ
る
町
内
へ
の
定
住
の
促

進
、
産
業
の
活
力
発
揮
、
町
の
魅
力
発
信
な

ど
に
つ
い
て 

“
処
方
箋
”
と
な
る
総
合
戦
略

を
策
定
す
る
た
め
、
産
業
界
や
金
融
機
関
、

報
道
な
ど
の
関
係
者
、
有
識
者
か
ら
な
る
庁

外
組
織
「
総
合
戦
略
会
議
」
や
、
信
貴
康
孝

■
将
来
人
口
に
関
す
る
特
徴

　

町
の
人
口
は
、
平
成
22
年
国
勢
調
査
で

１
５
，９
１
４
人
と
な
っ
て
お
り
、
昭
和
60

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て
い
ま
す
。
国

の
機
関
に
よ
る
推
計
で
は
平
成
37
年
に
は

１
３
，９
６
７
人
、
平
成
52
年
に
は
１
１
，

２
９
９
人
と
い
う
推
計
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

町
の
現
状
や
人
口
推
計
な
ど
を
踏
ま
え

て
、
将
来
人
口
を
展
望
す
る
に
あ
た
っ
て
、

町
の
強
み
や
弱
み
を
次
の
よ
う
に
整
理
し
て

い
ま
す
。

【
本
町
の
強
み
・
機
会
（
チ
ャ
ン
ス
）】

　

▽
充
実
し
た
子
育
て
支
援
施
策
、
比
較
的

高
い
出
生
率
▽
広
域
幹
線
道
路
に
よ
る
交
通

利
便
性
▽
多
種
多
様
な
産
業
集
積
、
も
の
づ

く
り
の
ま
ち
、
就
業
機
会
の
充
実
▽
日
常
買

い
物
の
利
便
性
の
高
さ
▽
自
然
の
豊
か
さ
▽

コ
ン
パ
ク
ト
な
町
域　

な
ど

【
本
町
の
弱
み
・
課
題
】

　

▽
社
会
動
態
減
（
特
に
20
～
40
歳
代
の
転

出
者
が
多
い
）
▽
限
ら
れ
た
住
宅
、
住
宅
用

地
▽
ま
ち
の
知
名
度
、
情
報
発
信
力
▽
幹
線

道
路
に
よ
る
交
通
安
全
面
▽
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
の
流
れ
（
消
滅
可
能
性
都
市
）
▽

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
希
薄
化　

な
ど

■
目
指
す
将
来
方
向

　

以
上
の
よ
う
な
本
町
の
特
徴
を
踏
ま
え

て
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
目
指
す
将
来
方
向
を

次
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

●
現
在
の
人
口
規
模
を
維
持
し
ま
す

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
産
業
が
継
続
可
能
な

　
　

年
齢
構
成
を
維
持
し
ま
す

　

こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
進
む
で
あ
ろ
う
人

口
流
出
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
町
外
か
ら

選
ば
れ
る
ま
ち
と
し
て
新
た
な
定
住
人
口
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
口
及
び

子
ど
も
の
減
少
を
最
小
限
に
抑
え
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
や
産
業
が
継
続
で
き
る
人
口
構
造
の

維
持
を
目
指
し
ま
す
。

町
長
を
本
部
長
と
す
る
庁
内
組
織
「
総
合
戦

略
推
進
本
部
」
に
よ
り
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。

人
口
規
模
を
維
持
し
、「
夢
い
っ
ぱ
い

コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
く
み
や
ま
の
創
生
」

ま
ち
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
総
合
戦
略
策
定

町
で
は
こ
の
ほ
ど
、
政
府
が
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
全
国
の
自
治

体
に
呼
び
か
け
て
い
る
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
地
方
版
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

今
後
、
住
民
や
町
内
就
業
者
、
商
工
会
や
金
融
機
関
な
ど
、
様
々
な
分
野
で
協

働
と
連
携
を
図
り
、
基
本
目
標
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

問
合
せ
／
行
財
政
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
産
業
が

継
続
可
能
な
年
齢
構
成
を

久
御
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
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久
御
山
町
総
合
戦
略
で
は
、
久
御
山
町
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
次
の
６
つ
の
基
本

目
標
に
沿
っ
て
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

　

本
町
は
面
積
が
13.

86
㎢
と
非
常
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
で
す
。
ま
た
、
地
勢
的
に
も

宇
治
川
と
木
津
川
に
挟
ま
れ
た
山
城
盆
地
の

低
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
起
伏
の
な
い
平
坦
な

所
に
あ
り
ま
す
。

■
人
口
の
将
来
展
望

　

本
町
の
将
来
人
口
を
次
（
グ
ラ
フ
）
の
よ

う
に
推
計
し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
町
の
人

口
推
計
や
分
析
等
を
踏
ま
え
、
本
町
が
将
来

的
に
目
指
す
人
口
の
展
望
を
次
の
よ
う
に
想

定
し
ま
す
。

◎
短
期
的
目
標

　

総
合
戦
略
の
計
画
期
間
最
終
年
で
あ
る
平

成
31（
２
０
１
９
）年
度
を
短
期
的
な
目
標
期

間
と
し
、
既
存
市
街
化
区
域
の
空
き
家
・
空

閑
地
等
の
有
効
活
用
等
に
よ
り
、
主
に
町
外

転
出
の
抑
制
に
よ
り
転
出
超
過
と
な
っ
て
い

る
社
会
動
態
（
転
入
・
転
出
）
の
均
衡
に
よ

る
人
口
減
少
の
抑
制
を
目
指
し
ま
す
。

◎
中
期
的
目
標

　

町
第
５
次
総
合
計
画
が
目
標
と
す
る
平
成

37
年
度
を
中
期
的
な
目
標
期
間
と
し
、
も
の

づ
く
り
や
農
業
、
商
業
な
ど
の
活
発
な
産
業

集
積
を
図
る
産
業
振
興
を
進
め
る
こ
と
で
、

現
在
の
昼
間
人
口
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

若
者
や
女
性
の
地
元
就
業
や
子
育
て
世
代
な

ど
の
生
産
年
齢
人
口
の
転
入
を
促
し
、
ま
ち

と
し
て
の
機
能
が
持
続
・
継
続
す
る
人
口
・

年
齢
構
造
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

◎
長
期
的
目
標

　

平
成
52
年
度
を
長
期
的
な
目
標
期
間
と

し
、
合
計
特
殊
出
生
率
２.

07
（
人
口
置
換

水
準
）
の
達
成
、
他
都
市
と
の
人
口
移
動
が

均
衡
に
向
か
っ
た
結
果
（
国
が
目
指
す
平
成

72
（
２
０
６
０
）
年
目
標
人
口
１
億
人
）
を

見
据
え
、
適
宜
施
策
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

で
、
長
期
的
な
人
口
及
び
年
齢
構
造
の
維
持

に
よ
る
継
続
可
能
な
ま
ち
の
経
営
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

こ
う
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
フ
ラ
ッ
ト
な
ま

ち
と
い
う
特
徴
を
最
大
限
に
生
か
し
た
効
率

的
・
効
果
的
な
取
組
を
推
進
し
、「
夢
い
っ
ぱ

い
コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン
く
み
や
ま
の
創
生
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

な
お
、
総
合
戦
略
は
効
果
の
高
い
施
策
や

モ
デ
ル
的
な
事
業
を
集
中
的
に
取
り
組
む
観

点
か
ら
平
成
31
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
し

ま
す
が
、
そ
の
内
容
は
今
後
10
年
間
の
ま
ち

の
将
来
像
を
示
す
第
５
次
総
合
計
画
に
も
反

映
し
て
い
ま
す
。

基
本
目
標
１　

町
内
定
住
の
促
進

　

①
定
住
促
進
に
向
け
た
若
い
世
代
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
住
宅
・
宅
地
の
創
生
②
町
内
移

動
の
利
便
性
を
確
保
す
る
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
実
施
や
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
の

検
討
③
身
近
な
公
園
・
緑
地
の
整
備
④
学
習

や
ス
ポ
ー
ツ
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り

基
本
目
標
２　

産
業
活
力
の
発
揮

　

①
も
の
づ
く
り
産
業
の
指
針
づ
く
り
や
創

業
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な
ど
、「
も
の

づ
く
り
の
苗な

え
ど
こ
ろ処

」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
戦

略
的
な
も
の
づ
く
り
産
業
の
振
興
②
企
業
の

新
規
進
出
・
定
着
を
促
す
産
業
用
地
の
確
保

や
企
業
間
連
携
の
強
化
、
企
業
が
求
め
る
人

材
の
町
内
就
業
の
促
進
③
農
業
を
次
代
に
継

承
す
る
基
盤
・
運
営
組
織
の
強
化
と
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

基
本
目
標
３　
「
く
み
や
ま
」
魅
力
発
信

　

①
効
果
的
な
情
報
発
信
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
②
ま
ち
の
魅
力
（
自
然
、
歴
史
文
化
、
産

業
等
）
の
創
造
と
掘
り
起
こ
し

基
本
目
標
４　

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

　

①
結
婚
・
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
相
談
・

支
援
②
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
な
ど
、
ま
ち
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
子
育

て
支
援
③
子
育
て
相
談
体
制
の
充
実
や
子
ど

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
④

女
性
が
活
躍
し
や
す
い
職
場
や
環
境
づ
く
り

基
本
目
標
５　

住
民
や
企
業
と
の
協
働
と
連 

　
　
　
　
　

  

携

　

①
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
参
画
機
会
の
充 

実
②
自
治
会
を
は
じ
め
と
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ 

ィ
活
動
の
育
成
・
支
援
③
地
域
福
祉
団
体
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
に
よ
る
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
活
動
の
推
進
④

大
学
や
企
業
と
の
連
携
・
交
流
機
会
の
創
出

⑤
住
民
主
体
の
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
促
進

基
本
目
標
６　

安
全
・
安
心
に
向
け
て

　

①
自
ら
判
断
し
、
行
動
で
き
る
住
民
組
織

の
育
成
と
防
災
・
減
災
の
体
制
づ
く
り
②
内

水
の
排
除
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
防
災
都
市

基
盤
の
整
備
・
維
持
③
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
体
制
の
強
化
④
交
通
安
全
や
防
犯
、
救

急
体
制
の
強
化

★

　
「
久
御
山
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
久
御
山

町
総
合
戦
略
」
の
詳
細
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

6
つ
の
基
本
目
標
で

施
策
推
進

久
御
山
町
総
合
戦
略

平成12年
（2000）

32年
（2020）

22年
（2010）

42年
（2030）

17年
（2005）

37年
（2025）

27年
（2015）

47年
（2035）

52年
（2040）

10,000

18,000
（人）

14,000

16,000

12,000

久御山町の将来人口推計

実績人口

17,080
16,610

15,914

14,919

14,293

13,576

12,817

12,187

14,491 ③町推計

①国の機関に
よる推計

（※出生率が向上した場合）

②日本創成会議推計

14,687

13,967

13,123

12,218
11,299

10,101
11,269

12,420

13,518
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▲久御山路を駈ける選手たち(5㌔の部)

▲笑顔で選手の出迎え

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
開
会
式
が
始
ま
り
、

く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
実
施
委
員
会
会
長
の
信

貴
康
孝
町
長
が
「
雄
大
な
木
津
川
の
景
色
を

楽
し
み
な
が
ら
走
り
、
ゴ
ー
ル
の
後
は
心
の

こ
も
っ
た
豚
汁
で
身
も
心
も
温
め
て
く
だ
さ

い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

木
津
川
望
み
、
１
９
６
０
人
が
快
走

●
第
26
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン

　

１
月
31
日
、
第
26
回
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
が
町
役
場
を

発
着
点
に
行
わ
れ
、
老
若
男
女
１
９
６
０
人
が
木
津
川
の

雄
大
な
景
色
を
望
み
な
が
ら
、
健
脚
を
披
露
し
ま
し
た
。

最
も
遠
方
か
ら
参
加
の
茨
城
県
と
香
川
県
の

ラ
ン
ナ
ー
、
男
性
94
歳
、
女
性
81
歳
の
最
高

齢
ラ
ン
ナ
ー
に
久
御
山
産
野
菜
の
詰
め
合
わ

せ
を
贈
呈
。
選
手
宣
誓
で
は
、
久
御
山
中
学

校
２
年
の
魚
住
洸
介
く
ん
が
「
久
御
山
の
ま

ち
を
、
楽
し
く
最
後
ま
で
走
り
ぬ
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
力
強
く
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
10
時
30
分
に
最
初
の
３
㌔
の
部

が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
順
次
1.5
㌔
、
10

㌔
、
５
㌔
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
の
部
が
ス
タ
ー
ト

し
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
っ
た
ラ
ン
ナ
ー
が
、
元
気
良
く
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
久
御
山
産
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
「
豚
汁
」
が
用
意
さ
れ
、ラ
ン
ナ
ー

た
ち
の
疲
れ
を
癒
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
く
み
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
は
毎
回

多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
も
約
３
８
０
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
、
参
加
者
に
渡
す
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の

袋
詰
め
か
ら
当
日
の
受
付
や
コ
ー
ス
誘
導
な

ど
に
活
躍
。
参
加
者
が
気
持
ち
よ
く
走
れ
る

よ
う
に
運
営
を
支
え
ま
し
た
。

　

種
目
別
の
１
位
と
町
内
の
６
位
以
上
入
賞

者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　
【
1.5
㌔
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
】
森
川
健
司
・
來

飛
（
城
陽
市
）
５
分
21
秒
【
３
㌔
】
▽
小
学

生
男
子 

舩
津
圭
二
朗
（
葛
城
市
）
10
分
８
秒

▽
同
女
子 

松
山
莉
子
（
京
都
市
）
10
分
57
秒

▽
中
学
生
男
子 

諸
冨
湧
（
京
都
市
）
９
分
６

秒
▽
同
女
子 

猪
阪
幸
花
（
京
都
市
）
10
分
30

秒
【
５
㌔
】
▽
中
・
高
生
男
子 

山
﨑
諒
祐

（
宇
治
市
）
16
分
７
秒
▽
同
女
子 

坂
井
美
紗

（
宇
治
市
）18
分
34
秒
▽
一
般
男
子
18
～
49
歳 

三
阪
貴
弘
（
枚
方
市
）
16
分
22
秒
▽
同
50
歳

以
上 

木
下
誠
（
守
口
市
）
18
分
24
秒
▽
一
般

女
子
18
～
49
歳 

髙
山
育
実
（
枚
方
市
）
17
分

33
秒
▽
同
50
歳
以
上 

大
小
田
ふ
み
子（
京
都

市
）
22
分
４
秒
【
10
㌔
】
▽
中
・
高
生
男
子 

楠
本
幸
太
郎
（
木
津
川
市
）
32
分
６
秒
▽
同

女
子 

矢
野
瑞
季
（
城
陽
市
）
38
分
30
秒
▽
一

般
男
子
18
～
29
歳 

三
輪
真
之
（
京
都
市
）
32

分
15
秒
▽
同
30
歳
代 

浜
上
貴
志
（
白
山
市
）

成
績

▲

力
強
く
選
手
宣
誓
す
る
魚
住
洸
介
く
ん
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▲準備体操で体をほぐす選手たち

▲親子そろって完走（ファミリーペアの部）

▲声援を受けて走るランナー

▲ネギーマンも会場を盛り上げる▲ドリンクコーナーで中学生もボランティア

34
分
34
秒
▽
同
40
歳
代 

山
田
泰
幸
（
亀
岡

市
）
34
分
37
秒
▽
同
50
歳
代 

清
原
誠
（
交
野

市
）35
分
57
秒
▽
同
60
歳
以
上 

井
内
美
喜
夫

（
亀
岡
市
）38
分
30
秒
▽
一
般
女
子
18
～
29
歳 

竹
山
楓
菜
（
枚
方
市
）
34
分
４
秒
▽
同
30
歳

代 

原
由
香
里
（
長
岡
京
市
）
44
分
22
秒
▽
同

40
歳
代 

西
尾
総
子
（
宇
治
市
）
42
分
４
秒
▽

同
50
歳
代 

上
野
科
（
宇
治
市
）
48
分
40
秒
▽

同
60
歳
以
上 

満
岡
冨
佐
子
（
京
田
辺
市
）
53

分
20
秒

★
久
御
山
町
の
上
位
入
賞
者

　
【
10
㌔
】
▽
一
般
男
子
18
～
29
歳
４
位 

谷

本
雄
大
35
分
11
秒
▽
一
般
女
子
60
歳
以
上
２

位 

西
野
陽
子
55
分
29
秒
▽
同
４
位 

加
古
安

子
58
分
53
秒

くみやま
フォトグラフ

▲

木
津
川
の
景
色
を
望
み
な
が
ら
駈
け
る
選
手
た
ち（
3
㌔
の
部
）

▲

名
物
の
豚
汁
に
ネ
ギ
を
た
っ
ぷ
り
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キ
ー
ワ
ー
ド
は「
つ
な
ぐ・つ
な
が
る
」

　

久
御
山
町
と
い
う
産
業
基
盤
の

向
上
、
情
報
発
信
強
化
に
向
け
た

同
じ
目
的
の
共
有
、
企
業
同
士
や

行
政
の
連
携
・
交
流
、
人
材
・
後
継

者
の
育
成
に
向
け
た
国
、
府
、
産
業

支
援
機
関
、
町
の
連
携
な
ど
、
町
内

企
業
の
活
性
化
に
は
「
つ
な
が
る
」

こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
産

業
振
興
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
「
つ
な
ぐ

・
つ
な
が
る
」
と
し
ま
し
た
。

も
の
づ
く
り
の
苗
処

　

町
に
は
、
道
路
交
通
の
利
便
性
の

良
さ
や
、
住
宅
地
域
と
工
場
地
域
の

混
在
が
少
な
く
、
操
業
環
境
が
良

い
こ
と
な
ど
の
プ
ラ
ス
要
因
と
、
企

業
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
か
ら
、「
育
つ
環

境
」
が
整
っ
て
い
ま
す
。
農
業
面
で

も
、
伝
統
の
「
淀
苗
」
や
、
京
野
菜

の
主
要
産
地
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
農

商
工
業
と
い
っ
た
「
産
業
」
に
お

け
る〝
苗な

え
ど
こ
ろ

処
”
と
し
て
、「
育
つ
環
境
」

が
整
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
苗
処
」
と
い
う

コ
ン
セ
プ
ト
を
考
え
、「
つ
な
ぐ
・
つ

な
が
る
」
と
「
苗
処
」
を
合
わ
せ
、

産
業
の
目
指
す
べ
き
姿
を
「
つ
な
ぐ

地
域
資
源
を
磨
き
、
観
光
資
源
と
し
て
活
用
し
、

地
域
活
性
化
を　
　
　
　
　

　

プ
ラ
ン
で
は
、
地
域
資
源
を
磨
き
観
光
資
源
と
し
て

活
用
し
、
移
住
者
や
優
秀
な
人
材
確
保
を
含
め
た
交
流

人
口
を
増
や
す
こ
と
で
地
域
活
性
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
観
光
客
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
来
な
か

っ
た
経
緯
か
ら
、
目
立
っ
た
観
光
産
業
が
あ
る
と
は
言

え
な
い
の
が
実
情
で
す
。魅
力
に
感
じ
て
い
る
「
資
源
」

が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
掘
り
下
げ
た
り
、
発
信
す
る
こ

と
が
で
き
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
観
光
資
源
と
な
る
も
の
の
「
種
」
は
蒔
か

れ
て
お
り
、
そ
の
交
流
の
「
芽
」
を
育
て
る
担
い
手
の

掘
り
起
し
と
育
成
、
住
民
と
行
政
の
協
働
で
つ
な
ぐ
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

久
御
山
の“
光
”
に
誇
り
を   

基
本
理
念 

　

観
光
と
い
う
言
葉
の
由
来
は
「
国
の
光
を
観み

る
」
こ

と
。
プ
ラ
ン
で
は
こ
れ
を
「
久
御
山（
ま
ち
）の
光
に
誇

り
を
持
つ
」
こ
と
と
解
釈
し
、
そ
の
光
を
磨
き
あ
げ
、

次
代
に
継
承
す
る
こ
と
を
理
念
と
し
ま
す
。

　

町
が
目
指
す
「
観
光
」
と
は
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
旅

館
業
な
ど
、「
観
光
産
業
」
の
確
立
で
は
な
く
、
外
部
か

 

背　
　

景 

・
つ
な
が
る 

も
の
づ
く
り
の
苗
処 

久
御
山
」
と
設
定
し
ま
し
た
。

 

産
業
振
興
へ
の
５
つ
の
取
組

❶
産
業
基
盤
の
向
上（
交
通
・
土
地
）

　

企
業
や
人
と
と
も
に
活
力
あ
ふ
れ

る
町
の
実
現
を
目
指
し
、
操
業
す
る

た
め
の
環
境
を
充
実
し
、
立
地
魅
力

を
高
め
ま
す
。

　

▼
道
路
交
通
の
地
の
利
を
活
か
す

▼
公
共
交
通
不
便
地
の
解
消
▼
企
業

の
定
着
や
新
規
進
出
を
促
進
▼
農
商

工
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
土
地
利
用
の

維
持
▼
公
共
交
通
の
ハ
ブ
施
設
の
利

用
促
進
▼
産
業
支
援
機
関
等
と
の
課

題
に
関
す
る
意
見
交
換
会
の
開
催

❷
情
報
発
信
強
化（
知
名
度
向
上
）

　

ま
ち
や
企
業
等
の
イ
メ
ー
ジ
を
発

信
し
、
ま
た
、
企
業
を
知
る
機
会
を

創
出
す
る
こ
と
で
知
名
度
を
向
上
さ

せ
ま
す
。

　

▼
「
も
の
づ
く
り
の
苗
処
」
の
イ

メ
ー
ジ
定
着
に
向
け
た
情
報
発
信

力
の
強
化
▼
異
業
種
交
流
の
場
の
創

出
や
、
企
業
情
報
を
集
積
・
発
信
し
、

企
業
を
知
る
こ
と
の
促
進
▼
産
業
情

報
発
信
拠
点
の
利
用
促
進
▼
企
業
Ｐ

　
「
観
光
」
と
い
う
視
点
を
通
し
て
改
め
て
ま
ち
の
魅
力
に
気
付
き
、
誇
り
を
持
っ
て
「
住
み
続
け
た
い
」

ま
ち
を
目
指
し
て
、
こ
の
ほ
ど
「
久
御
山
町
交
流
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
6
月
、
住
民
や
農
・
商
・
工
業
関
係
者
、
大
学
教
授
ら
で
組
織
す
る
「
久
御
山
町
交
流
促
進
会

議
」
を
立
ち
上
げ
、
龍
谷
大
学
と
も
連
携
し
な
が
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
町
内
視
察
、
議
論
を
経
て
プ

ラ
ン
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
計
画
期
間
は
平
成
28
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
す
。

�

問
合
せ
／
産
業
課

　

ま
ち
の
産
業
活
動
を
維
持
し
、
産
業
基
盤
の
発
展
を
目
指
し
て
、
事
業

者
、
産
業
支
援
機
関
、
住
民
、
行
政
が
連
携
を
保
ち
な
が
ら
産
業
の
活
性

化
を
図
る
「
久
御
山
町
産
業
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
で
は
、
特
に
、
工
業
・
商
業
・
農
業
な
ど
の
産
業
分
野
を
中
心
に

課
題
を
整
理
し
、
本
町
の
産
業
振
興
に
取
り
組
む
基
本
方
針
を
打
ち
出
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
展
開
す
べ
き
振
興
策
の
方
向
を
示
し
て
い
ま
す
。　

�

問
合
せ
／
産
業
課

久
御
山
町
交
流
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン

ま
ち
の
魅
力
再
発
見
と
ふ
る
さ
と
意
識
醸
成
を

▲木津川流れ橋

▲�町内視察する交流促進会
議のメンバー

▲�国の登録有形文化財　
旧山田家住宅長屋門

ら
の
人
口
流
入
に
よ
っ
て
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と

で
す
。
そ
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
方
針
の

も
と
、
住
民
と
協
働
で
様
々
な
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

 

基
本
方
針 

⑴ 

人
を
集
め
る
、
交
流
す
る

　

人
の
興
味
を
そ
そ
る
よ
う
な
事
業
を
展
開
し
、
他
と

久御山町産業振興計画

ものづくりの苗処 久御山」
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Ｒ
へ
の
支
援
強
化

❸
連
携
・
交
流
の
強
化

　

企
業
、
産
業
支
援
機
関
、
行
政
が

連
携
し
、
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
で
、

行
政
間
・
企
業
間
で
の
連
携
力
を
強

化
し
ま
す
。

　

▼
連
携
・
交
流
拠
点
の
利
用
促
進

▼
産
業
支
援
機
関
と
の
連
携
▼
近
隣

自
治
体
と
の
連
携

❹
人
材
・
後
継
者
育
成

　

産
業
支
援
機
関
等
と
連
携
す
る
な

か
で
、
各
事
業
を
通
じ
て
、
人
材
や

後
継
者
を
確
保
し
、
育
成
し
ま
す
。

　

▼
求
職
者
に
対
し
て
企
業
を
知
る

機
会
を
創
出
▼
企
業
セ
ミ
ナ
ー
等
の

開
催
や
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
情
報
発
信

▼
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く
り
の

推
進
▼
学
生
が
就
職
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
の
推
進

❺
創
業
支
援

　

新
た
な
経
済
活
動
の
担
い
手
と
な

る
創
業
者
や
、
中
小
企
業
等
の
新
た

な
事
業
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

▼
創
業
者
に
対
す
る
サ
ポ
ー
ト
体

制
を
確
立
▼
創
業
支
援
事
業
を
実
施

　

今
後
、
こ
の
計
画
を
指
針
と
し
て
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
施
策
選
定

を
検
討
し
な
が
ら
、
事
業
者
、
産
業

支
援
機
関
、
住
民
、
行
政
等
が
連
携

し
、
町
の
産
業
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

※
産
業
振
興
計
画
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

は
違
う
「
久
御
山
の
良
さ
」
を
出
し
、
人
を
集
め
た
り
、

久
御
山
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
「
久
御
山
ら
し
い
お
も

て
な
し
」
を
行
い
ま
す
。

⑵ 

魅
力
を
学
ぶ
、
伝
え
る

　

住
民
が
久
御
山
を
知
る
こ
と
、
知
っ
た
こ
と
・
学
ん

だ
こ
と
を
伝
え
た
く
な
る
よ
う
な
「
魅
力
」
に
す
る
た

め
、「
資
源
」
を
磨
く
事
業
展
開
を
行
い
ま
す
。

⑶
『
久
御
山
』
を
発
信
す
る

　

広
域
的
交
流
圏
や
広
域
連
携
に
よ
る
広
報
力
を
用
い
、

効
果
的
か
つ
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
、
全
面
的
に
「
久
御

山
」
を
発
信
す
る
こ
と
で
知
名
度
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン　

　

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
以
下
の
計
画
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

⑴
「
人
を
集
め
る
、
交
流
す
る
」
事
業

　

▼
農
業
体
験
▼
く
み
や
ま
お
茶
と
味
わ
い
体
験
▼
も

の
づ
く
り
探
検
▼
久
御
山
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
▼
歴
史
ツ

ア
ー
▼
ク
ロ
ス
ピ
ア
市
▼
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
▼
流
れ
橋

と
茶
畑
景
観
の
Ｐ
Ｒ
▼ 

旧
山
田
家
住
宅
の
一
般
公
開

⑵
「
魅
力
を
学
ぶ
、
伝
え
る
」
事
業

　

▼
歴
史
ガ
イ
ド
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
整
備
▼
文
化
・
歴

史
勉
強
会
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成
▼
「
直
売

所
」
ガ
イ
ド
作
成
▼
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
広
報

⑶
「『
久
御
山
』
を
発
信
す
る
」
事
業

　

▼
特
産
品
の
加
工
品
開
発
▼
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
積
極

的
な
活
用
▼
「
お
茶
の
京
都
」
や
「
歴
史
街
道
推
進
協

議
会
」、
交
通
各
社
と
の
広
域
連
携

　
　
　
　
　
　
　
　
　

★

　

※
交
流
促
進
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
の
詳
細
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

「つなぐ・つながる

役場の組織が変わります
子育てに関する窓口を一本化し、

「子育て支援課」を新設

４月１日から

　４月１日から役場の組織・機構を一部再編します。
　これまでいくつかの部や課に分かれていた子育て支
援に関する窓口を一本化して、民生部内に「子育て支
援課」を新設し、よりきめ細かな対応に努めます。ま
た、第５次行政改革大綱実施計画に基づき、組織・機
構の活性化を推進するため、民生部と教育委員会内の
課・係を再編します。

【組織・機構改革のポイント】
■�民生部長寿健康課の業務のうち、母子保健は子育て

支援課に、成人保健は国保健康課に、高齢者福祉・
介護保険は住民福祉課に移管します。

■�民生部住民福祉課の業務のうち、子育て支援関係
は、子育て支援課に移管します。

■�教育委員会学校教育課の業務のうち、保育所・幼稚
園関係は、子育て支援課に移管します。

■�学校教育課に総務係を新設します。
　再編後の課・係は下表のようになります。
� 問合せ／総務課
民生部

� ※民生部環境保全課は変更ありません。
教育委員会

◀�

４
月
か
ら
組
織
・
機
構
の
再
編
に
よ
り

配
置
が
変
わ
る
役
場
１
階
窓
口

４月からの課・係名 現在の課・係名

住民福祉課
福祉介護係

住民福祉課社会福祉係
長寿健康課高齢介護係

戸籍住民係 住民福祉課戸籍住民係

子育て支援課
子育て支援係

住民福祉課子育て支援係
学校教育課
保育・幼稚園係

子育て保健係 長寿健康課保健予防係
（母子保健担当）

国保健康課
健康推進係 長寿健康課保健予防係

（成人保健担当）

国保医療係
国保医療課国保係
国保医療課医療年金係

４月からの課・係名 現在の課・係名

学校教育課
総務係

学校教育課学校教育係
学校教育係
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佐山小学校６年
福本　佳正さん

東角小学校６年
牧村　恵里さん

広島派遣で学んだこと未来へ伝統を残す

第
35
回
久
御
山
町
青
少
年
の
主
張
発
表
会
が
、
１
月
16
日
、
ふ
れ
あ

い
交
流
館
ゆ
う
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

町
内
の
小
・
中
学
校
、
高
校
か
ら
12
人
が
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
や

心
に
響
い
た
こ
と
な
ど
を
自
分
の
言
葉
で
発
表
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
応
援
の
家
族
や
先
生
、
友
達
な
ど
が
多
数
詰
め
か
け
、

青
少
年
の
発
表
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
12
人
の
発
表
を
お
届
け

し
ま
す
。

各
発
表
者
の
内
容
は
、
原
文
か
ら
部
分
的
に
抜
粋
・
要
約
し
て
い
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

第
35
回
久
御
山
町
青
少
年
の
主
張
発
表
会

聴
い
て
く
だ
さ
い
、私
た
ち
の
思
い

　今の日本でも命が大切
にされているとは言えな
い状況が非常に多いと
思います。殺人などの犯
罪はたびたび起きてい
ます。赤ちゃんが虐待さ
れて亡くなる事件も起こ
っています。ほかにも身
の回りにたくさんありま
す。その一つがいじめで
す。
　いじめられている人は
耐えられなくなって、自
殺にまで追い込まれて
しまうのです。だから僕
は、いじめも殺人の一つ
だと思います。どんな理
由があっても、たった一
つしかない命を、軽く扱
ってはいけないのです。
　僕は「命を大切にでき
る」平和な世の中にする
ために、できることは何
かを考えました。それは
相手の立場や気持ちを考
えて行動することです。
人を大切にするというこ
とは命を大切にすること
につながると思います。
　僕は、平和な世の中
とは、命を大切にする社
会、命の重さを感じられ
る社会だと思います。そ
んな世の中にするため
に、相手の気持ちを考え
て行動することと、僕自
身ができることを考え活
動していきたいです。

　私は、未来に伝統や技
術、文化などをつなげる
ことが未来がよりよくあ
るために必要なのではな
いかと思います。そのた
めにはその伝統を守って
いる人たちに習い、つな
げることが大切だと考え
ます。
　久御山町にも聖護院大
根や、東一口にある「旧
山田家住宅」などたくさ
んの伝統、文化がありま
す。そういった自分が生
まれ育った町の伝統が未
来にも残っていてほしい
なと、私は思います。
　40回目を迎えること
ができた、久御山町民文
化祭とか、「旧山田家住
宅」とかも残っていてほ
しいです。
　伝統を守っていくため
に今自分ができること
は、行事などに参加して
いくことが必要だと思い
ます。
　伝統は、歴史や子孫を
残すようなものです。今
を生きる若い人やその次
の世代の人が自分の手で
日本の伝統を受け継いで
いけたらどんなにすばら
しいだろうと、私は考え
ています。
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御牧小学校６年
辻原　颯良さん

佐山小学校６年
中林　沙耶香さん

東角小学校６年
鳥堂　彩季さん

御牧小学校６年
大西　凜さん

アウトドアに目覚めて中学生になって
がんばりたいこと

戦争がない平和な
くらしになるために

広島派遣で学んだ
ことを活かして

　アウトドアの楽しみは、 
何と言っても日常ではで
きないことを体験できる
ことだと思います。
　コンロや炊飯器も無い
ので、薪に火をつけてご
飯を炊いたり調理をした
りします。時間と手間は
かかりますが、薪で調理
した食事を野外で食べる
おいしさといえば、それ
はもう言葉にできないぐ
らいです。
　この楽しさを知るきっ
かけになった出来事が三
つありました。先ず一つ
目は、「おやじと泊まろう
御牧っこ」です。二つ目
の体験は、ゆうホールの 

「ファミリーキャンプ」で 
す。最後は青少協の「宿
泊体験」です。
　この三つのアウトドア
体験を通して、僕は便利
な道具に頼る毎日からた
まには脱出して、不便だ
けれど自分の工夫で生き
ていくことの楽しさに目
覚めたのです。
　これからもさらにいろ
んな体験を積み重ね、ア
ウトドアの名人レベルに
なって、もっともっと自
然とふれあい、自然の中
で生きることを楽しみた
いと思います。

　私は、中学生になって
がんばろうと思うことが
三つあります。まず一つ
目は部活動です。二つ目
はやはり学習・勉強につ 
いてです。そして三つ目。
これは私が一番に思うこ
とです。それは、「もっと 
積極的に行動できるよう
になりたい」ということ
です。
　私は、今まで積極的に
何かに挑戦することがで
きず、いつも自分の判断
・行動に後悔してきまし
た。そして自分の勇気の
なさや、情けなさにがっ
かりしました。だから今
回の主張大会の話を聞い
た時も、迷っていました
が、「もう後悔はしたくな 
い」と思い、立候補しま
した。クラスのみんなに
「立候補したんだ」と言
われた時は少し恥ずかし
かったです。もしその恥
ずかしさに負けて立候補
していなかったらものす
ごく後悔したことでしょ
う。
　だから私は中学校とい
う新しい舞台では後悔だ
けは絶対にしたくないと
思います。失敗を恐れ
ず、何事にも挑戦してい
きたいと思います。

　戦争がない平和な暮ら
しになるために、必要だ
と思うことが三つありま
す。一つは、核爆弾を無
くすこと。二つ目は、戦
争について知る機会を増
やすこと。三つ目は、戦
争について語る人を受け
継いでいくことです。
　広島の原爆を学ぶ研修
で展示物を見て思ったの
は、私の想像をはるかに
超える悲惨さでした。実
際に目で見て、本当の恐
ろしさを実感しました。
　戦争の悲惨さや怖さを 
知り、爆弾や戦争はなく 
さなければならないと思
う人を増やしていく必要
があります。原爆の落と
された広島や長崎、戦場 
となり多くの犠牲者の出
た沖縄などを訪れること 
も戦争を知るためには大
切なことだと思います。
　広島で一番印象が残っ
ているのは、やけどをし
て皮膚がどろどろになっ
た人たちを再現したろう
人形です。それを見た時
私は、本当にこんなこと
が日本で起こったのかと
信じられませんでした。　
そう思ったのと同時にこ
んなことは、もう二度と
起こってはいけないと思
いました。

　私はこの夏、久御山町
の広島派遣事業に参加さ
せていただきました。
　原爆資料館や、平和記
念公園など見学や、被爆
された方のお話もお聞き
する中で、戦争の恐ろし
さ、平和の尊さについて
想いを強くしました。
　生の資料や体験者の貴 
重なお話を聞いている
と、戦後70年もたった
今日に生きる私たちに、

「絶対に忘れ去ってほし
くない」「このことをお
ろそかに考えるな」とい
う、強いエネルギーを発
散し続けているような気
がしたのです。このこと
から、今の私たちにでき 
る、最も大切なことは、
戦争を過去のものとして 
忘れてしまうことなく、 
その、悲惨さを語り継ぎ、 
平和な世の中を守ってい
くことだと考えます。
　平和記念公園の戦没者 
慰霊碑には、「安らかに眠
って下さい。過ちは繰り
返しませぬから」と刻ま
れています。これを守り
抜くことこそが、私たち
にできること、しなけれ
ばならない、最も大切な 
ことだと心から思います。 
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　我慢しなければいけな
い時・場合はたくさんあ
ります。我慢しなければ、
他の人に迷惑がかかる場
合も、我慢すればその次
に自分のためになること
もあると思っています。つ
まり、その時の自分の立
場や状況に応じた行動・
言動を考えないといけな
いということです。
　例えば、バスや電車で
席を譲る場合など、座り
たかった気持ちを出さず
に「どうぞ」と譲り、優
しさを出す。少し勇気が
いります。でも、その少
しの勇気を出せば自分も
相手も良い気持ちになり
ます。
　我慢しなければ他の人
に迷惑がかかる場合とし
ては、結婚式や法事の
時、大声で話したり、動
き回ったりすることなど
です。
　全てにおいて我慢する
のも良くないことです
が、全く我慢せず人に迷
惑をかけたりするのはそ
れよりももっと良くない
ことです。我慢をしたほ
うがよい時と、我慢しな
くてもよい時の見分けが
つけるような人になって
みたいです。

　今、「電子書籍か紙の
本、どちらを買います
か」と聞くと、電子書籍
を選択する人のほうが多
いと思います。しかし、
本当に電子書籍のほうが
良いのでしょうか。僕
は、紙の本の方がよいと
思います。その理由は二
つあります。
　一つ目は、体への影響
が少ないということです。
電子機器は画面から発生
するブルーライトを長時
間に渡って浴びることに
なります。それが原因で、
目が疲れたり、視力が低
下したりするなどの様々
なことが起こります。
　二つ目に、電子書籍で
は好きなときに好きな本
を読むことができないと
いうことです。紙の本は
バッテリーが切れてしま
う心配もありません。持
ち運びに便利という点に
おいてはそこまでの魅力
はないように感じます。
　自分にとって読書と
は、新しいものを見つけ
ることのできるものであ
り、何かを始めるきっか
けとなるものなのです。
本を読むということは、
僕と周りの様々な世界を
繋いでくれる架け橋なの
だと思います。

　人生とは分岐点の連続
であると思います。人
は、日常の生活において
さまざまな分岐点に遭遇
し、選択を迫られると思
います。
　私も14年間の中で分
岐点に遭遇し、悩まされ
たことがあります。14
年間しか生きていない私
でも分かったことがあり
ます。それは、自分にと
って難しい道と簡単な道
を選ぶとき、人間の本能
から簡単な道を選びがち
で、よく私もそうなって
しまいます。しかし、経
験上、難しい道をいった
ときより簡単な道をいっ
たときのほうが後悔する
ことがあります。
　私は父の人生から、父
が今、生きてこられたの
は、高校の最後にしっか
り勉強して、放射線技師
の資格を持てたからだと
思います。また、その土
台の上にあきらめない気
持ちがあったからだと思
います。
　私は将来のためにも、
しっかり勉強したいで
す。それに、どんなこと
があっても、くじけた
り、あきらめないで生き
ていこうと思いました。

　私は昨年の春、久御山
高校に入学してもうすぐ
一年がたちますが、大き
く変わったことの一つと
して、人とのコミュニケ
ーションを積極的にとる
ようになったことがあげ
られます。
　知らない人ばかりの中
で、自分から話しかける
ことによって、入学して
一年もたたないうちに、
人とコミュニケーション
を深める力を身につける
ことができました。
　高校では、勉強はもち
ろんですが、ほかにも自
分にとってとてもプラス
になることを身につける
ことができます。
　人と関わることが苦手
な人も必ずいると思いま
す。しかし、周りの環境
や慣れ、そして自分の気
持ち次第で変えることが
できるのです。積極的に
挨拶をしたり、話しかけ
たりすることによって、
人との関わり方が分かる
ようになってきます。そ
れは、将来仕事をする時
などに必要になってく
る、とても大切なことだ
と思います。それが分か
ったのも、久御山高校と
いう新しい環境に出会っ
たからだと思っています。

久御山中学校１年
塚田　良菜さん

久御山中学校２年
田中　大翔さん

久御山中学校３年
黒川　友希さん

久御山高校１年
本郷　萌子さん

私にとっての
「我慢すること」本の素晴らしさ私の今久御山高校に入学して
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　「天下無敵」は久御山
高校吹奏楽部が目標にし
ている言葉です。
　私を含め、多くの人が、
最も強く、敵がいないと
いう意味だと思っている
と思います。でも、もう一
つ「敵を作らない」とい
う意味もあります。
　私が部活動を通して学
んだことは、部活の雰囲
気が演奏に表れるという
ことです。人間関係の問
題など、敵が一つでもあ
ると本当に良い演奏はで
きません。
　良い音楽を作るには、
たくさんの人の支えがあ
るからこそだと思います。
　まずは両親です。次に
地域の方々です。このほ
かにも、たくさんの人の
支えや応援があり、日々
充実した部活動を送れて
いるという感謝の気持ち
を常に忘れないようにし
ていきたいです。
　吹奏楽はたくさんの楽
器が集まって一つの音楽
を作ります。一つが欠け
ても、その曲は完成しま
せん。一人ひとりが「天
下無敵」、敵を作らない
ようにすることで、一つ
の良いものを作っていく
ことが大切だと思ってい
ます。

　私は、久御山高校の剣
道部に所属しています。
　部活動を通じて、私は
人と人とのつながりの大
切さを身をもって感じる
ことができました。また
キャプテンを務めさせて
もらって、改めて周りの
人に支えられていると心
から感じました。そして
剣道を通じて、礼儀作法
やルール、マナーの大切
さなども学びました。
　剣道には、「礼に始まり
礼に終わる」という言葉
があります。このように
剣道は、礼儀作法を重ん
じるので、礼儀作法につ
いては厳しく言われまし
た。
　また、剣道では試合に
勝った後、ガッツポーズ
などをして喜びやうれし
さを表現してはいけない
という点などから、相手
を思いやる気持ちも剣道
を通じて学ぶことができ
ました。
　このような部活動を通
じて学んだことは、人間
性を育ててくれたと思い
ます。そして剣道をして
いて本当に良かったとも
思っています。
　もちろん大学でも剣道
を続けるつもりです。

久御山高校２年
古賀　彩愛さん

久御山高校３年
横藤　就平さん

高校生活で学んだこと 天下無敵

　

平
成
28
年
の
自
治
会
長
が
決
ま
り
ま
し

た
。
自
治
会
は
、
私
た
ち
の
最
も
身
近
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
で
す
。
住
民
が

お
互
い
に
親
睦
を
深
め
、
助
け
合
っ
て
防

災
や
防
犯
活
動
を
は
じ
め
、
福
祉
、
環
境

な
ど
色
ん
な
面
で
大
切
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

自
治
会
長
は
、
各
自
治
会
の
代
表
で
あ

る
と
と
も
に
、
町
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

行
政
の
推
進
に
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
1
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

■
大
橋
辺
地
区
に
新
し
い
自
治
会

　「
リ
ー
ヴ
ァ
淀
」
が
誕
生

　

町
内
38
か
所
目
の
自
治
会
と
し
て
、
2

月
１
日
に
、
リ
ー
ヴ
ァ
淀
自
治
会
（
29
世

帯
）
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

同
自
治
会
は
、
淀
大
橋
の
北
東
に
位
置

し
、
集
会
所
に
は
、
非
常
時
な
ど
に
利
用

で
き
る
「
か
ま
ど
ベ
ン
チ
」
も
完
備
さ
れ

て
い
ま
す
。
津
田
隆
之
自
治
会
長
は
「
み

ん
な
で
仲
よ
く
明
る
く
や
っ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

平成28年自治会長（敬称略）
自治会名 会長氏名

御
　
牧
　
地
　
区

大橋辺 大藏　隆之
リーヴァ淀 津田　隆之
北川顔 村田　賀嗣
藤和田 河原﨑　進
近協パレス 　島　文子
島田 曽束　勝則
坊之池 南　　保彦
中島 南　　雅之
西一口 岸本　　勇
東一口 内田　次雄
相島 酒部富士雄
森 築山　通晴
野村 黒川　晴幸
村東 田平登紀子

佐
　
山
　
地
　
区

佐山 阪部　　充
佐古 𠮷川　義春
市田 茨木　　均
田井 田井　秀樹
下津屋 鹿戸　照平
荒見 宇野　則夫
新開地 寺田　耕造
松陽台 大西　義弘
下津屋団地 黒澤　温子
サンタウン佐山 岡﨑　　隆
鈴間 竹中　　進
下津屋サンハイツ 井坪　和雄
佐山サンハイツ 山下　雅也

東
　
角
　
地
　
区

清水 鈴木　博子
林 堀内　芳幸
栄１・２丁目 松尾　　憲
栄３・４丁目 田中　貞雄
ミサワ林 橋本　啓子
東佐山団地 牧村　一勲
ハイツ西宇治 世古　　勇
久御山団地 濵伊　睦子
西武西林 大堀　敬三
籾池 中田　良雄
双栗 小川　昌子

萱宜

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
新
し
い
自
治
会
長
さ
ん
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

春
の
お
た
の
し
み
会

　

図
書
館
で
は
、「
お
た
の

し
み
会
」
を
開
き
ま
す
。

申
込
不
要
。
ご
家
族
や
お

友
だ
ち
と
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
3
月
21
日
㈷ 

午
前
10
時
30
分
～
11

時
30
分　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

対
象
／
幼
児

・
児
童
と
そ
の
保
護
者　

内
容
／
人
形
劇
の
上

演
や
大
型
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど　

問
合
せ

／
図
書
館

共
同
募
金
・
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金�

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

町
共
同
募
金
会
・
町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
・
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
取
り
組
ん
だ
昨
年

の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
や
企
業
の
皆
さ
ん
か

ら
、
次
の
と
お
り
多
く
の
募
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
ま
し
た
。

★
赤
い
羽
根
共
同
募
金　

�

２
，
６
３
０
，
６
６
８
円

★
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

�

１
，
３
５
８
，
３
１
０
円

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
総
額
の
８
割
は
、
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
・
充
実
に
活
用
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
歳
末
募
金
は
、
温
か
い
年
末
年
始

を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
お
せ
ち
料
理
や

バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
を
お
贈
り
す
る
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
支
援
、
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

�

問
合
せ
／
町
社
会
福
祉
協
議
会

たんぽぽ団地
重松　清／著　新潮社

　1973年、三丁目団地を舞台に
した少年ドラマがあった。時を経
て団地の解体が決まると、当時を
知る人が再び集まってきた。

当確師
真山　仁／著　中央公論新社

　選挙コンサルタント・聖達磨へ
の依頼は、現職圧勝とされる市長
選挙の対抗馬の当選。絶対的不利
な状況下、聖はどう動くのか! ？

ウォーリーと16人のギャング
リチャード・ケネディ／ぶん

マーク・シーモント／え
大日本図書

　小さな町にギャングがやってき
た。急いで家に逃げ込む人たちの
中、ウォーリー少年だけはギャン
グに立ち向かう!!

しろもちくんとまめもちくん
庄司　三智子／作　アリス館

　おもちのふたりは市場でお買い
物。帰る途中まめもちくんが石に
つまずき…。ゆかいなおもちたち
のお話絵本。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

●

す
で
日
館
休
は

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31  

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

３月の図書館スケジュール

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

お
仕
事
、
応
援
！

　

新
社
会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
。
転

職
や
異
動
で
新
し
い
職
場
へ
。
春
は
、

新
た
な
気
持
ち
で
仕
事
を
始
め
る
人

が
多
い
時
期
。
今
月
は
「
仕
事
」
を

テ
ー
マ
に
、
仕
事
選
び
や
仕
事
に
役

立
つ
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

  

オ
ス
ス
メ
本

百
年
の
し
ご
と

�

塩
沢
槙
／
著　

東
京
書
籍

　

百
年
以
上
続
く
老
舗
20
社
を
紹
介
。

ど
の
よ
う
に
困
難
を
乗
り
越
え
、
時

代
に
必
要
と
さ
れ
る
仕
事
を
作
り
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
会
社
を

支
え
て
き
た
人
々
の
生
き
様
に
迫
る
。

仕
事
日
記
を
つ
け
よ
う

 

海
保
博
之
／
著　

Ｗ
Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版

　

書
く
だ
け
で
仕
事
が
段
取
り
良
く

進
み
、
目
標
が
達
成
で
き
る
「
仕
事

日
記
」
の
つ
け
方
と
効
果
を
具
体
的

に
解
説
。

仕
事
発
見
！

（
児
童
書
）

 

毎
日
新
聞
社
／
著　

毎
日
新
聞
社

　

パ
テ
ィ
シ
エ
、
弁
護
士
、
水
族
館

の
飼
育
員
…
。
仕
事
の
現
場
に
密
着

し
、
全
55
の
様
々
な
職
業
を
紹
介
。

か
も
め
た
く
は
い
び
ん�

（
児
童
書
）

 

い
し
い
ひ
ろ
し
／
著　

白
泉
社

　

か
も
め
の
宅
配
便
屋
さ
ん
は
、
い

つ
も
大
忙
し
。
長
く
働
い
て
く
れ
る

か
も
め
を
探
す
店
長
さ
ん
の
前
に
現

れ
た
の
は
、
な
ん
と
ペ
ン
ギ
ン
で

…
!?
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注 

自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
と
は
、
自

動
車
が
環
境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
自
動
車
環
境
対
策
と
し
て

環
境
負
荷
の
大
き
い
自
動
車
に
は
税
率
を
重

く
（
重
課
）
し
、
環
境
負
荷
の
小
さ
い
自
動

車
に
は
税
率
を
軽
く
（
軽
課
）
す
る
も
の
で

す
。　

�

問
合
せ
／
税
務
課

�

グ
リ
ー
ン
化
特
例
に
よ
る

軽
自
動
車
税
の
軽
減

　

平
成
27
年
度
（
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）
に
新
車
新
規
登

録
を
し
た
、
一
定
の
性
能
を
有
す
る
軽
四
輪

車
等
（
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
）
に
つ
い

て
、
そ
の
燃
費
性
能
に
応
じ
た
グ
リ
ー
ン
化

特
例
（
軽
課
）
を
導
入
し
、
下
表
の
と
お
り

軽
自
動
車
税
を
軽
減
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
税
務
課

�

軽
自
動
車
等
の

廃
車
申
請
は
お
早
め
に

　

ミ
ニ
バ
イ
ク
や
自
動
二
輪
、
軽
四
輪
等
の

軽
自
動
車
の
税
率
を
引
き
上
げ

　

自
動
車
関
連
税
制
が
抜
本
的
に
見
直
さ

れ
、
原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
、
小
型

特
殊
自
動
車
及
び
二
輪
の
小
型
自
動
車
の
税

額
が
左
表
の
と
お
り
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
化
注
を
進
め
る
観
点
か

ら
、
最
初
の
新
規
検
査
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
概
ね
20
％
の
重
課
と
な
り
ま

す
。

お
し
ら
せ

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所

有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
車
両
を

廃
車
、
譲
渡
さ
れ
る
人
は
、
４
月
１
日
ま
で

に
次
の
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
４
月
２
日
以
降
の
場
合
、
平
成
28

年
度
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
３
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
・
問
合
せ
／
▼
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
…
町
税
務
課
へ
印
鑑
と
ナ 

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
持
参　

▼
軽
四
輪
…
軽

自
動
車
検
査
協
会
京
都
事
務
所
（
京
都

運
輸
支
局
内
）
☎
０
５
０（
３
８
１
６
）

１
８
４
４　

▼
二
輪
の

小
型
自
動
車
…
京
都
運 

輸
支
局
☎
０
５
０（
５
５ 

４
０
）２
０
６
１

■原付やバイクなど
車種区分 現行 改正後

原動機付
自転車

50㏄以下 1,000円 2,000円

50㏄超90㏄以下 1,200円 2,000円

90㏄超125㏄以下 1,600円 2,400円

ミニカー 2,500円 3,700円

二輪の軽自動車
（側車付のもの
を含む。）

125㏄超250㏄
以下 2,400円 3,600円

二輪の小型自動車（250㏄超） 4,000円 6,000円

平成28年度分以降の軽自動車税から適用
■小型特殊自動車

車種区分 現行 改正後

農耕作業用のもの 1,600円 2,400円

その他のもの（特殊自動車等） 4,700円 5,900円

もっぱら雪上を走行するもの 2,400円 3,600円

平成28年度分以降の軽自動車税から適用
■四輪車・三輪以上の車両

車種区分 現行 改正後

四輪以上

乗用・営業用 5,500円 6,900円

乗用・自家用 7,200円 10,800円

貨物用・営業用 3,000円 3,800円

貨物用・自家用 4,000円 5,000円

三輪 3,100円 3,900円

平成27年4月1日以降に最初(新車)の新規検査を受ける車両から適用
■�最初の新規検査から13年を経過した

三輪以上の車両
車種区分 改正後

四輪以上

乗用・営業用 8,200円

乗用・自家用 12,900円

貨物用・営業用 4,500円

貨物用・自家用 6,000円

三輪 4,600円

平成28年度分以降の軽自動車税について適用

■軽減対象となる軽自動車
乗用 貨物用

対象車 内　容 対象車 内　容

電気自動車等 税率を概ね
75%軽減 電気自動車等 税率を概ね

75%軽減

Ｈ32年度燃費
基準＋20%達
成車

税率を概ね
50%軽減

Ｈ27年度燃費
基準＋35%達
成車

税率を概ね
50%軽減

Ｈ32年度燃費
基準達成車

税率を概ね 
25％軽減

Ｈ27年度燃費
基準＋15%達
成車

税率を概ね 
25％軽減

※�電気自動車等とは、電気自動車及び天然ガス自動車（ポスト
新長期規制からNOx10％低減）です。

※�ガソリン車・ハイブリッド車は、いずれも平成17年排出ガス
基準75%低減達成車(★★★★)に限ります。

※�新車新規登録とは、自動車検査証の「初度検査年月」です。■軽減を適用した場合の税率

区　　　　分

標準税率（平成
27年4月1日以
降に新車新規
登録された車）

グリーン化特例（軽減税率）
(平成28年度のみ）

25%軽減 50%軽減 75%軽減

軽
自
動
車

三輪のもので総排気量が660
㏄以下のもの 3,900円 3,000円 2,000円 1,000円

四輪以上のも
の（総排気量
が660㏄以下
のもの）

乗　用
営業用 6,900円 5,200円 3,500円 1,800円

自家用 10,800円 8,100円 5,400円 2,700円

貨物用
営業用 3,800円 2,900円 1,900円 1,000円

自家用 5,000円 3,800円 2,500円 1,300円

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2016 3 March
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「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
利
用
登
録
を

　

昨
年
12
月
か
ら
住
民
の

皆
さ
ん
の
「
足
」
と
し
て
運

行
し
て
い
る
「
の
っ
て
こ
タ

ク
シ
ー
」
に
ご
乗
車
い
た

だ
く
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
利

用
登
録
が
必
要
で
す
。
２
月
17
日
現
在
１
，

２
１
２
人
に
登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
ぜ
ひ
利
用
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

利
用
登
録
は
、
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る

小
学
生
以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
で
き
ま
す
。

　

登
録
申
請
書
は
、
役
場
都
市
整
備
課
の
ほ

か
、
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
、
い
き
い
き
ホ
ー
ル
、
あ
い
あ
い
ホ
ー

ル
、
総
合
体
育
館
、
荒
見
苑
に
備
え
付
け
て

お
り
、
そ
の
場
で
提
出
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

■
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
利
用
の
仕
方

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
し
出
し
て
い
ま
す

　
「
の
っ
て
こ
タ
ク
シ
ー
」
の
利
用
登
録
や

利
用
方
法
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の

人
は
、
都
市
整
備
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
回
数
券
の
払
い
戻
し

　

運
行
終
了
し
た
「
の
っ
て
こ
バ
ス
」
回
数

�

公
共
料
金
の
お
支
払
い
は
口
座
振
替
で

登
録
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
で
簡
単
に
！

　

町
税
や
国
民
健
康
保
険
税
、

上
下
水
道
料
金
な
ど
町
の
公
共

料
金
の
お
支
払
い
は
、
口
座
振

替
が
便
利
で
、
納
め
忘
れ
も
な

く
、
安
心
で
す
。

　

下
表
の
公
共
料
金
は
、
担
当
課
の
窓
口

に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お
持
ち
い
た
だ
く

だ
け
で
、「
ペ
イ
ジ
ー
口
座
振
替
受
付
サ
ー
ビ

ス
」
に
よ
り
、
簡
単
に
口
座
振
替
の
登
録
が

で
き
ま
す
。
金
融
機
関
の
窓
口
で
手
続
き
し

て
い
た
だ
く
必
要
も
な
く
、
届
出
印
も
不
要

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
対
象
税
金
・
料
金

　

下
表
の
税
金
・
料
金
で
利
用
で
き
ま
す
。

担
当
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
金
融
機
関

　

京
都
銀
行
、
京
都
信
用
金
庫
、
京
都
中
央

信
用
金
庫
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行　

※
一
部
利
用

で
き
な
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
あ
り
ま

す
。

■
手
続
き
の
流
れ

①�

口
座
振
替
す
る
金
融
機
関
口
座
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
担
当
課
の
窓
口
へ

②�

簡
単
な
申
込
用
紙
に
記
入

③�

持
参
し
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
専
用
の

機
械
に
通
し
、
暗
証
番
号
を
入
力

④
申
込
内
容
を
確
認

⑤�

「
本
人
控
え
」
を
受
け
取
っ
て
、
手
続
き

完
了
。

　

な
お
、
金
融
機
関
で
も
「
口
座
振
替
納
付

依
頼
書
」
に
よ
る
口
座
振
替
登
録
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

�

問
合
せ
／
税
金
・
料
金
ご
と
の
担
当
課

券
は
、
役
場
都
市
整
備
課
で
払
い
戻
し
し
て

い
ま
す
。

�

問
合
せ
／
都
市
整
備
課

福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
の
交
付

　

町
で
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
社
会
的
な

活
動
を
す
る
一
助
と
し
て
、
タ
ク
シ
ー
利
用

券
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
利
用
券
は
、
町

と
契
約
す
る
京
都
府
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
で

４
月
１
日
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。

　

対
象
／
身
体
障
害
者
手
帳
（
視
覚
、
下

肢
、
体
幹
、
心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸
器
、
ぼ

う
こ
う
ま
た
は
直
腸
、
肝
臓
）
１
級
か
ら
３

級
の
人
、
療
育
手
帳
「
Ａ
」
の
人　

交
付
期

間
／
３
月
28
日
㈪
か
ら　

申
請
・
問
合
せ
／

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
・
印
鑑

を
持
参
の
う
え
住
民
福
祉
課
へ

�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付

　

昨
年
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通

知
カ
ー
ド
を
受
理
し
た
後
、

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
し
た
人
は
、
近
々
自
宅

に
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）
が
届
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
際
は
、

交
付
通
知
書
と
通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
必
要
な

物
を
持
っ
て
、
交
付
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た

期
限
ま
で
に
住
民
福
祉
課
窓
口
に
本
人
が
お

越
し
く
だ
さ
い
。
交
付
窓
口
は
混
み
合
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
交
付
に
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
と
お
り
、
土
・
日
曜
日
も
交

付
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
、
26
日

㈯
、
27
日
㈰
。
時
間
は
午
前
９
時
～
午
後
３

時　

場
所
／
役
場
１
階
ロ
ビ
ー

　

※
通
知
カ
ー
ド
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な

い
人
も
受
け
取
り
が
で
き
ま
す
。
そ
の
際
は

次
の
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

▽
本
人
確
認
書
類
…
①
官
公
署
発
行
の
顔

写
真
入
り
の
身
分
証
明
（
１
点
）
ま
た
は

②
官
公
署
発
行
の
顔
写
真
な
し
の
身
分
証

明
（
２
点
）　

い
ず
れ
も
な
い
場
合
は
住
民

福
祉
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

▽
代
理
の
場
合
は
…
本
人
の
本
人
確
認
書

類
と
代
理
人
の
身
分
証
明
（
前
記
本
人
確
認

書
類
①
ま
た
は
②
）、
代
理
権
の
わ
か
る
書

類
（
法
定
代
理
人
の
場
合
は
そ
れ
を
証
明
す

る
も
の
、
任
意
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
な

ど
）

　

※
役
場
住
民
福
祉
課
に
返
戻
さ
れ
た
通
知

カ
ー
ド
は
３
月
末
ま
で
保
管
し
て
い
ま
す
。

お
早
め
に
受
け
取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
問
合
せ
／
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
☎
０
５
７
０
（
２
０
）
０
１
７
８
、 

 　

０
１
２
０
（
９
５
）
０
１
７
８
ま
た
は

住
民
福
祉
課

�

３
月
20
日
㈰　

窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
臨
時
休
業

　

高
圧
ケ
ー
ブ
ル
取
替
工
事
に
伴
う
停
電
の

た
め
、
３
月
20
日
㈰
の
全
日
、
ゆ
う
ホ
ー
ル

内
の
住
民
福
祉
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

の
業
務
を
休
業
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
住
民

票
の
写
し
や
印
鑑
証
明
書
な
ど
の
発
行
が
で

き
ま
せ
ん
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

対象税金・
料金の名称 担当課窓口

町府民税（普通徴収）

税務課固定資産税・都市
計画税
軽自動車税

国民健康保険税 国保医療課・税
務課

後期高齢者医療保険料 国保医療課
介護保険料 長寿健康課
上下水道料金 上下水道課
保育所保育料

学校教育課
幼稚園保育料

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。　※バーコードの印字がない納付書は使用できません。
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新築移転新築移転

戦
没
者
遺
族
相
談
員

　

戦
没
者
遺
族
の
、
恩
給
や
年
金
・
弔
慰
金

の
受
給
、
生
活
上
の
困
り
ご
と
な
ど
の
相
談

に
つ
い
て
、
国
の
委
託
を
受
け
た
相
談
員
が

応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○�

近
藤
好
昭
さ
ん
（
城
陽
市
寺
田
北
東
西
４
）

☎
０
７
７
４（
５
２
）２
９
８
５

　

任
期
は
平
成
29
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

　

様
々
な
事
情
の
た
め
、

家
族
と
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
な
く
な
っ
た
子
ど
も
を

自
分
の
家
庭
に
受
け
入

れ
、
温
か
く
愛
情
を
も
っ

て
育
て
て
く
だ
さ
る
「
里

親
さ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
人
は
、
宇
治
児
童
相
談
所
☎

０
７
７
４（
４
４
）３
３
４
０
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
は
定
期
的
に
確
認
を

　

水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針
は
2
か
月
に
一
度

(

奇
数
月)

で
す
。
ご
家
庭
等
で
定
期
的
に
水

道
メ
ー
タ
ー
を
確
認
す
る
こ
と
で
、
漏
水
の

早
期
発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

敷
地
内
で
の
漏
水
修
理
は
、
町
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

漏
水
修
理
に
か
か
る
費
用
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

　

工
事
事
業
者
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
上
下

水
道
課
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

�

ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
で

農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
一
生
懸

命
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
用
意
し
て
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催　

場
所

／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／
季

節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓
子
な
ど　

問

合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉
室
☎ 

０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
毎
月

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
16
日
㈬　

午
後
２
時
～
４

時
（
受
付
は
３
時
30
分
ま
で
）　

場
所
／
ク

ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

今
月
の
参
加
事

業
所
／
石
豊
造
園
土
木
㈱
（
造
園
・
土
木

工
事
業
）、
京
都
Ｅ
Ｉ
Ｃ
㈱
（
オ
ー
ト
メ
ー

シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
）、
㈱
セ
ブ

ン
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
一
般
産
業
機
械

製
造
業
）　

問
合
せ
／
産
業
課

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
会
館
へ
（
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立
城
南
勤
労
者
福
祉
会
館 

（
宇

治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒
21
‐
８
）　

☎
０
７ 

７
４（
４
６
）０
６
８
８
、０
７
８
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
る
人
や
関
心
が
あ
る
人
を

対
象
に
、
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

場
所
／
役
場
５
階
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

内
容
／
京
都
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
友
の
会
の
活
動
紹
介
、
地
域
貢
献
、

移
動
（
買
い
物
）
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動　

講
師
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
友
の
会
代
表
理
事 
石
原
宏
武
さ
ん　

申

込
・
問
合
せ
／
３
月
３
日
㈭
ま
で
に
同
協
議

会
へ

■城南勤労者福祉会館の教室（下記以外にも教室があります。お問い合わせください）

講座名 受付開始日 期間（曜日）開講時間 回数 募集定員 受講料等

ハングル
入門教室

3/5
㈯～

4/5 ～ 9/6
毎週火曜日

13:00～
14:30 20 15 12,000円

（別途要教材費）

ハングル
初級教室

3/5
㈯～

4/5 ～ 9/6
毎週火曜日

15:00～
16:30 20 15 12,000円

（別途要教材費）

中国語入門
教室

3/17
㈭～

4/16 ～ 9/3
毎週土曜日

17:00～
18:30 20 15 12,000円

（別途要教材費）

中国語初級
教室

3/17
㈭～

4/16 ～ 9/3
毎週土曜日

19:00～
21:00 20 15 16,000円

（別途要教材費）

海外旅行の
ための英会
話教室

3/8
㈫～

4/8 ～ 8/26
毎週金曜日

10:00～
12:00 20 30 16,000円

（別途要教材費）

催
し
・
募
集
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�

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

遊
び
や
学
習
、
ご
飯
づ

く
り
な
ど
を
し
て
、
ひ
と

り
親
家
庭
の
応
援
を
し
ま

す
。
都
合
の
良
い
時
間
か

ら
の
出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
、
夕
食
材
料

費
１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
開
催
日
の

２
日
前
ま
で
に
町
母
子
寡
婦
（
さ
つ
き
）
会 

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４（
４
５
）０
２
８ 

４
（
午
後
６
時
～
９
時
）
へ

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
ゆ
う
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部
品
交

換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／
予
約

不
要
。
当
日
修
理
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も

ち
ゃ
を
再
利
用
し
ま
す
の
で
、
寄
附
を
お
受

け
し
て
い
ま
す
。　

問
合
せ
／
同
協
議
会
へ

親
子
ニ
コ
ニ
コ
子
育
て
サ
ロ
ン

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
子
育
て
中
の

親
子
を
対
象
に
子
育
て
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
14
日
㈪　

午
前
10
時
～
午
後

０
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
民
館
教
養
室
３

号　

内
容
／
お
別
れ
会
＆
お
楽
し
み
会
、
ミ

ニ
会
食
な
ど　

対
象
／
未
就
園
の
子
ど
も
と

保
護
者　

参
加
費
／
１
人
１
０
０
円　

申
込

・
問
合
せ
／
３
月
４
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会

へ
町
文
化
サ
ー
ク
ル
の
加
盟
団
体
募
集

　

町
で
は
多
く
の
人
が
、

習
字
や
絵
画
、
陶
芸
な
ど

様
々
な
サ
ー
ク
ル
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
町
文

化
サ
ー
ク
ル
」
に
加
盟
す

る
と
、
活
動
場
所
と
し
て
中
央
公
民
館
を
無

料
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

定
期
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
や
文
化
祭
で
の

発
表
な
ど
を
通
し
て
、
久
御
山
町
の
文
化
の

推
進
・
振
興
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
町
文
化

サ
ー
ク
ル
団
体
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
団
体

は
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
団
体
で
す
。

　

①
中
央
公
民
館
で
定
期
的
な
活
動
を
す
る

団
体
②
会
員
は
18
歳
以
上
（
高
校
生
を
除

く
）
③
10
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
う
ち
過
半

数
が
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
④
代
表
者
が
久

御
山
町
在
住
⑤
サ
ー
ク
ル
員
及
び
講
師
、
活

動
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
都
度
、
町
文

化
サ
ー
ク
ル
連
絡
協
議
会
へ
報
告
す
る
こ
と

⑥
特
定
の
業
者
及
び
講
師
の
営
利
を
目
的
と

し
な
い
こ
と
⑦
同
連
絡
協
議
会
の
決
定
及
び

行
事
な
ど
に
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と

　

申
込
・
問
合
せ
／
３
月
11
日
㈮
ま
で
に
社

会
教
育
課
へ

�

ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り

参
画
団
体
を
募
集

　

町
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
５
月
15
日
開
催

の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま

つ
り
」
を
一
緒
に
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
け
る
参

画
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
画
要
件
／
福
祉
関
係
団
体
や
福
祉
施

設
、
病
院
、
事
業
所
な
ど
地
域
福
祉
、
地
域

医
療
活
動
を
進
め
て
い
る
団
体
。
町
外
も
可　

申
込
・
問
合
せ
／
３
月
14
日
㈪=

厳
守=

ま

で
に
同
協
議
会
へ

【
ふ
れ
あ
い
福
祉
ま
つ
り
】

　

日
時
／
５
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
中
庭
交
流
広
場
、
中
央

公
民
館
、
役
場
１
階
ロ
ビ
ー　

内
容
／
ス
テ

ー
ジ
発
表
、
模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
健
康
コ
ー

ナ
ー
な
ど

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
②
予

備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）
③
幹
部
候
補

生
（
一
般
（
大
卒
程
度
・
院
卒
者
）・
歯
科

・
薬
剤
科
）　

対
象
／
①
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
人
②
一
般
：
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
人
、

技
能
：
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格
等
を
有

す
る
人
（
資
格
に
よ
り
53
歳
未
満
～
55
歳
未

満
の
人
）
③
一
般
（
大
卒
程
度
）：
22
歳
以

上
26
歳
未
満
の
人
（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の

人
は
大
卒
（
見
込
含
む
））、
修
士
課
程
修
了

者
等
（
見
込
含
む
）
は
28
歳
未
満
、
自
衛
官

は
28
歳
未
満
、
一
般
（
院
卒
者
）：
修
士
課

程
修
了
者
等
（
見
込
含
）
で
20
歳
以
上
28
歳

未
満
の
人
、
歯
科
：
専
門
の
大
卒
（
見
込
含

む
）
20
歳
以
上
30
歳
未
満
の
人
、
薬
剤
科
：

20
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
（
薬
学
修
士
学
位

取
得
者
は
28
歳
未
満
）　

受
付
期
間
／
①
年
間

を
通
じ
て
受
付 

②
平
成
28
年
４
月
８
日
㈮
ま

区分 水曜開催 金曜開催

月日
3月2日、
9日、16日、
23日、30日

3月4日、
11日、18日、
25日

時間 午後4時30分～ 8時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、 
夕食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホー
ル角の信号のある交差点を北へ約50㍍

昨年の福祉まつり
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で 

③
平
成
28
年
３
月
１
日
㈫
～
５
月
６
日
㈮　

受
付
・
問
合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治

市
広
野
町
西
裏
71‌-

５ 

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ　

２
０
２
号
室
）
☎
０
７
７
４（
４
４
）７
１ 

３
９第

3
回
「
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日
」

　

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
ス
ポ
ー
ツ
を
、
友

達
や
家
族
同
士
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！　

申

込
不
要
。当
日
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
３
月
５
日
㈯　

午
後
６
時
30
分 

～ 

８
時
30
分　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対

象
／
小
学
生
以
上
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）　

内
容
／
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な

ど　

持
ち
物
／
上
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
な

ど　

問
合
せ
／
社
会
教
育
課

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
教
室
（
春
季
）

　

日
時
／
４
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22

日
の
金
曜
日
。
午
後
７
時
45
分
～
９
時
45

分　

場
所
／
総
合
体
育
館　

対
象
／
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す　

定
員
／
先
着
20

人　

受
講
料
／
３
，
０
０
０
円
。
４
月
１
日 

に
持
参
を
（
１
回
の
場
合
は
１
，
０
０
０

円
）　

申
込
・
問
合
せ
／
３
月
31
日
㈭
ま
で 

に
町
卓
球
協
会
会
長 

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
０ 

９
０（
３
１
６
９
）７
７
５
２

町
総
合
体
育
大
会　

卓
球
大
会

　

日
時
／
５
月
29
日
㈰　

午
前
９
時
開
会
式　

場
所
／
総
合
体
育
館　

種
目
／
ダ
ブ
ル
ス
戦

①
男
子
１
～
３
部
②
女
子
１
～
３
部　

個
人

ス
ポ
ー
ツ

戦
①
男
子
１
～
３
部
②
女
子
１
～
３
部　

試

合
方
法
／
リ
ー
グ
戦
後
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

方
式　

参
加
資
格
／
町
在
住
ま
た
は
在
勤
、

在
ク
ラ
ブ
、
在
学
（
中
学
生
以
上
）　

参
加

費
／
ダ
ブ
ル
ス
戦
１
チ
ー
ム
２
，
０
０
０

円
、
個
人
戦
１
人
１
，
０
０
０
円
（
久
御
山

中
学
生
に
限
り
無
料
）　

申
込
／
４
月
11
日

㈪=

必
着=

ま
で
に
鍛
冶
野
展
子
さ
ん 　

０

７
７
４（
２
６
）２
２
２
６
へ　

問
合
せ
／
町 

卓
球
協
会
会
長 

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
０
９
０ 

（
３
１
６
９
）７
７
５
２

 

歩
こ
う
会 　

奈
良
ウ
ォ
ー
ク

　

古
都
を
訪
ね
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
ウ
ォ

ー
ク
で
す
。

　

日
時
／
４
月
４
日
㈪　

午
前

９
時
近
鉄
大
久
保
駅
集
合　

雨

天
４
月
６
日
㈬　

行
先
／
奈
良

公
園
、
大
仏
殿
他
（
約
６
km
）　

費
用
／
交

通
費
８
８
０
円　

持
ち
物
／
弁
当
、
飲
物
、

タ
オ
ル
、
帽
子
、
敷
物
、
ゴ
ミ
袋
な
ど　

問

合
せ
／
同
会
の
安
西
修
二
さ
ん
☎
０
７
７
４ 

（
４
３
）６
０
３
２

�

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

団
体
登
録
受
付

　

平
成
28
年
度
団
体
登
録
を
受
け
付
け
ま
す
。

希
望
団
体
は
、
４
月
22
日
㈮
ま
で
に
町
体
育

協
会
事
務
局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

登
録
対
象
／
町
内
団
体 

中
学
生
以
上
の

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
４
人
以
上
の
団
体

町
外
団
体 

連
盟
の
運
営
目
的
に
賛
同
で
き

る
団
体
（
中
高
生
は
除
く
）　

年
会
費
／
１

チ
ー
ム
２
，
０
０
０
円
（
１
団
体
複
数
チ
ー

ム
の
登
録
可
。
登
録
数
に
応
じ
て
会
員
価
格

FAX

で
大
会
等
に
参
加
可
能
）　

登
録
期
間
／
４

月
１
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日　

問
合
せ
／

町
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟 

岸
均
さ
ん

☎　

０
７
５（
６
３
２
）５
５
７
５

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談

　

日
時
／
３
月
８
日
㈫ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
役
場
１
階
相
談
室
１　

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

日
時
／
３
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度
。　

場

所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
３
月
２

日
㈫
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談

　

日
時
／
３
月
８
日
㈫
、
22
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
17
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

FAX

相
談

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所

　

※
電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前

11
時
～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
３
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、　

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩

み
に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　

日
時
／
３
月
４
日
㈮　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

創業34年　まごころこめてお手伝い

京都ペット
葬儀社 年中無休

お迎え・個別火葬・納骨供養
日本ペットランド

075‒601‒0009
京都府京都市伏見区向島庚申町42
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【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
対
し
て
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る

た
め
の
相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。

　

日
時
／
３
月
10
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
３
月
24
日

㈭　

午
後
１
時
～
４

時　

場
所
／
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー

申
込
は
３
月
２
日
㈬　

午
前
９
時
か
ら

【
休�

館
日
】�

毎
週
月
曜
日　

21
日
㈪
は

開
館
、
22
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
し
て
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締

め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
３
月
８
日
㈫
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。 町

の
施
設

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
３
月
５
日
㈯  

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員

／
20
人

部
分
日
食
観
察
会

　

日
時
／
３
月
９
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る

人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・

曇
天
の
場
合
は
中
止
で
す
。

　

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
３
月
11
日
㈮
、
25
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
プ
リ
ン
ト

を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う
漢

字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直
し
ま
す　

定
員
／

30
人
。
申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯ 

午
後
７
時
～
８

時
（
受
付
は
当
日
の
終
了
時
間
30
分
前
ま

で
）。
雨
天
・
曇
天
の
場
合
は
中
止　

内
容

／
月
と
木
星
を
観
察　

対
象
／
星
空
に
興
味

の
あ
る
人
。
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

①
午
前
９
時
～

正
午
、
13
日
㈰
②
午
前
９
時
～
正
午
③
午

後
２
時
～
５
時　

※
①
～
③
の
い
ず
れ
か

選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内
容

／
木
の
プ
ラ
ン
タ
ー
を
作

り
、
花
の
種
を
ま
き
ま
す　

定
員
／
各
10
人　

費
用
／

２
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
３
月
16
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
25
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
グ
レ
ン

・
ミ
ラ
ー
物
語
」
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申

込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
３
月
17
日
㈭　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。
申
込

不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室

　

日
時
／
３
月
19
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と

保
護
者
。
た
だ
し
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同

伴　

内
容
／
植
物
の
観
察
と
栽
培　

定
員
／

10
組　ゆ

う
ホ
ー
ル
春
の
映
画
大
会

　

日
時
／
３
月
20
日
㈰　

①
午
前
10
時
30
分

～
正
午
②
午
後
１
時
～
２
時
30
分　

対
象
／

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人
。
幼

児
は
保
護
者

同
伴　

内
容

／
ア
ニ
メ
映

画
「
あ
な
た

を
ず
っ
と
あ

い
し
て
る
」
を
上
映　

定
員
／
各
２
０
０
人　

費
用
／
満
３
歳
以
上
１
人
３
０
０
円　

※
チ

ケ
ッ
ト
は
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、

総
合
体
育
館
で
３
月
１
日
㈫
か
ら
発
売

博
物
館
見
学
会

　

日
時
／
３
月
21
日
㈷　

午
前
８
時
50
分
～

午
後
５
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学

３
～
６
年
生　

内
容
／
姫
路
城
と
兵
庫
県
立

歴
史
博
物
館
へ
行
き
ま
す　

定
員
／
30
人　

費
用
／
１
，
０
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
３
月
23
日
㈬　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お

お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
先
生
の
ピ

ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を
楽
し
く
歌

い
ま
す　

定
員
／
60
人
。申
込
不
要
。当
日
、

直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代
だ
け
必
要

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
３
月
26
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

お
出
か
け
星
の
観
察
会

　

日
時
／
３
月
26
日

㈯　

午
後
２
時
～
９

時　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
の
人
。

小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴　

内
容
／
京
都
産
業
大
学
神
山
天
文

台
へ
行
き
、
天
文
学
講
座
・
観
望
会
に
参
加　

定
員
／
30
人
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申
込
は
３
月
３
日
㈭ 

午
前
９
時
か
ら

【
休
館
日
】�

毎
週
水
曜
日�

 
(

祝
日
の
場
合
は
開
館)

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
３
月
６
日
㈰
、

27
日
㈰=

午
前
10
時
～
10
時

40
分
、
15
日
㈫
、
24
日
㈭=

午
後
７
時
～
７
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日

選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定

員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
（
講

習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要
）　

そ

の
他
／
顔
写
真
（
2.5‌

cm
×
２

‌‌

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
３
月
12
日
㈯　

午
前
９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
小
学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
を
無
料
で
開
放
。

申
込
不
要

春
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
４
月
８
日
か
ら
６
月
17
日
ま
で
の

毎
週
金
曜
日
（
10
回
コ
ー
ス
）　

４
月
29
日

を
除
く　

１
部
：
午
前
10
時
～
11
時
、
２

総
合
体
育
館
の
催
し

部
：
午
前
11
時
15
分
～
午

後
０
時
15
分　

対
象
／
15

歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
本
田
宜
子
さ
ん　

定
員

／
各
先
着
35
人　

費
用
／
各
３
，
５
０
０
円

や
さ
し
い
健
康
体
操
教
室
（
前
期
）

　

日
時
／
４
月
12
日
㈫
、
５
月
10
日
㈫
、
６

月
14
日
㈫
、
７
月
12
日
㈫
の
４
回
コ
ー
ス　

午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

対
象
／
お
お

む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
だ
れ
で
も
気

軽
に
で
き
る
、
や
さ
し
い
体
操
。
小
さ
い
ボ

ー
ル
を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
も　

講
師

／
本
田
宜
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費

用
／
１
，
４
０
０
円

申
込
は
３
月
３
日
㈭　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中
止

ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休�

館
日
】
毎
週
水
曜
日

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

　

日
時
／
３
月
10
日
㈭
、
24
日
㈭　

午
前
10

時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
初
心
者
を
対
象

と
し
た
書
道
教
室　

講
師
／
書
道
サ
ー
ク
ル 

「
鳳
墨
会
」　

定
員
／
先
着
10
人　

費
用
／

一
回
１
０
０
円　

持
ち
物
／
書
道
道
具
一
式 

（
貸
出
可
）

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

日
時
／
３
月
25
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

中
央
公
民
館
の
催
し

歳
以
上
の
人　

内
容
／
は
ぎ

れ
や
ビ
デ
オ
ケ
ー
ス
な
ど
を

使
っ
て
貝
の
口
形
の
小
物
入

れ
を
作
り
ま
す　

講
師
／
長

谷
川
寿
美
さ
ん　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用

／
３
０
０
円　

持
ち
物
／
メ
ガ
ネ
（
針
仕
事

に
必
要
な
人
）

子
ど
も
国
際
交
流
教
室

　

日
時
／
３
月
26
日
㈯　

午
前
９
時
30
分
～

正
午　

対
象
／
町
内
在
住
・
在
学
の
小
中
学 

生　

内
容
／
料
理
や
会
話
な
ど
を
通
じ
て
異

国
の
文
化
を
学
び
ま
す　

講
師
／
久
御
山
町

Ａ
Ｌ
Ｔ　

定
員
／
先
着
10
人　

費
用
／
５
０ 

０
円　

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
フ

キ
ン
、
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　

 

出
演
者
募
集 

　

福
祉
ま
つ
り
と
同
時
開

催
す
る｢

音
楽
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル｣

の
出
演
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

日
時
／
５
月
15
日
㈰　

午
前
10
時
～
午
後
３
時　

場
所
／
中
央
公
民

館
玄
関
前
（
屋
外
）　

対
象
／
町
内
在
住
ま

た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

定
員
／
先
着
８
団

体　

申
込
・
問
合
せ
／
３
月
15
日
㈫
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ　

そ
の
他
／
カ
ラ
オ
ケ
を
除

き
ま
す
。
新
規
出
演
希
望
者
は
、
デ
モ
テ
ー

プ
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
休�

館
日
】�

毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

　

★
３
月
５
日
㈯
の
午
前
10
時
30
分
～
11
時

30
分
に
、
消
防
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

来
館
時
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
３
月
４
日
㈮
、
18
日
㈮　

午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア

く
み
や
ま

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
３
月
11
日
㈮
、
25

日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
11

時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
３
月
13
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
（
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時
）

親
子
テ
ラ
ピ
ー
＆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
３
月
15
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分３

月
の
誕
生
会

 

３
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち

を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。
写

真
入
り
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
３
月
22
日
㈫
ま

で
に
来
館
の
う
え
、
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

 

日
時
／
３
月
24
日
㈭　

午

前
11
時
30
分
か
ら
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保健予防のコーナー

1歳8か月児健診（2月19日）で
見つけたかわいい笑顔です。

　

た
ば
こ
に
含

ま
れ
る
「
ニ
コ

チ
ン
」
は
依
存

性
が
高
く
、「
禁

煙
し
よ
う
！
」

と
思
っ
て
も
、

な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
す
。
で
も
、
い
つ
か
は
や

め
た
い
た
ば
こ
。
禁
煙
の
コ
ツ
を
知
り
、
禁
煙
を
成
功

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

■
ま
ず
は
、
禁
煙
に
向
け
て
の
準
備
！

　

何
の
た
め
に
、
ど
ん
な
方
法
で
禁
煙
す
る
か
決
め
ま

し
ょ
う
。

【
何
の
た
め
に
】

　

・�
健
康
の
た
め
…
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人
は
、
吸

っ
て
い
な
い
人
と
比
べ
て
喉
頭
が
ん
に
な
る
危

険
性
が
32.
5
倍
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
が
ん
以

外
に
も
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

・�

禁
煙
す
る
と
…
1
日
１
箱
吸
っ
て
い
る
人
は
、

1
年
間
で
１
６
７,
９
０
０
円
の
節
約
に
な
り
ま

す
（
1
箱
４
６
０
円
の
場
合
）。

【
ど
ん
な
方
法
で
】

　

・�

自
分
で
頑
張
る
方
法
…
た
ば
こ
の
害
を
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
た
り
、
自
分
自
身
で

計
画
や
目
標
を
立
て
て
、
禁
煙
し
ま
す
。

　

・�

ニ
コ
チ
ン
ガ
ム
や
ニ
コ
チ
ン
パ
ッ
チ
を
使
う

方
法
…
ニ
コ
チ
ン
を
ガ
ム
や
皮
膚
に
貼
っ
た

パ
ッ
チ
か
ら
と
り
入
れ
る
こ
と
で
、
吸
い
た

い
気
持
ち
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

・�

飲
み
薬
を
使
う
方
法
…
医
師
の
指
示
の
も

と
、
飲
み
薬
を
服
用
し
な
が
ら
禁
煙
し
ま
す
。

条
件
を
満
た
せ
ば
、
禁
煙
治
療
に
健
康
保
険

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
禁
煙
外
来
に
、
相
談
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
さ
あ
、
禁
煙
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

　

禁
煙
す
る
と
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る
、
だ
る
く
な
る
、
眠

く
な
る
な
ど
様
々
な
離
脱
（
禁
断
）
症
状
が
現
れ
ま

す
。
離
脱
症
状
は
2
～
3
日
が
ピ
ー
ク
で
、
1
週
間
以

内
に
消
失
し
ま
す
。
1
週
間
を
ど
う
乗
り
切
る
か
が
禁

煙
成
功
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

・�

た
ば
こ
が
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
、
水
を
飲
む
、
ガ
ム

を
か
む
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
ら
深
呼
吸
や
軽
い
運
動
を

す
る
な
ど
、
気
分
転
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

・�

灰
皿
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
の
た
ば
こ
に
か
か
わ
る
物
を

身
の
回
り
か
ら
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

・�

禁
煙
中
は
、
禁
煙
し
て
良
か
っ
た
こ
と
（
趣
味
を
楽

し
む
時
間
が
増
え
た
、
食
事
が
お
い
し
い
な
ど
）
を

考
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

禁
煙
は
1
度
で
成
功
し
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
諦

め
ず
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
！

国
民
健
康
保
険 

被
保
険
者
証
の
更
新

　

現
在
お
持
ち
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

の
有
効
期
限
は
、
平
成
28
年
3
月
31
日
㈭
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

３
月
中
旬
か
ら
順
次
、
新
し
い
保
険
証
を
簡
易
書
留
郵
便

で
お
送
り
し
ま
す
。
現
在
お
持
ち
の
保
険
証
は
、
4
月
1
日

以
降
に
、
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ

く
か
、
役
場
国
保
医
療
課
窓
口
に
ご
返

却
く
だ
さ
い
。

　

※
保
険
税
に
未
納
が
あ
る
人
に
つ
い

て
は
、
別
途
案
内
を
送
付
し
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
医
療
課

たばこ やめませんか

会場は、保健センター（※はあいあいホール）です。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人
は、必ずご持参ください。� 問合せ／長寿健康課

3月の母子保健・成人健診
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

パパ＆ママ教室
（第3回） 5日㈯ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 助産師によるお産の話、沐浴実
習

※乳幼児相談 10日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

10か月児健診 14日㈪ 午後1時20分
～1時50分

平成27年4月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導	

1歳8か月児健診 18日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年6月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3～4か月児健診 22日㈫ 午後1時20分
～2時

平成27年11月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育
・栄養などの指導、ブックスタート

3歳児健診 25日㈮ 午後1時20分
～2時

平成24年8月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

ア ド バ イ ス

保健師からの

健 康
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後
期
高
齢
者
医
療
と
は
、
高
齢
化
に
伴
う
医
療

費
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
高
齢
者
と
若
年
世

代
の
負
担
の
明
確
化
等
を
図
る
観
点
か
ら
、
75
歳
以

上
の
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
医
療
保
険
制
度
で

す
。
平
成
20
年
4
月
か
ら
始
ま
り
、
75
歳
の
誕
生
日

か
ら
全
て
の
人
が
加
入
し
ま
す
（
65
歳
以
上
で
重
度

の
障
害
が
あ
る
人
は
一
部
対
象
と
な
り
ま
す
。
生
活

保
護
の
人
は
対
象
外
で
す
）。

こ
の
制
度
は
、
京
都
府
内
の
す
べ
て
の
市
町
村

が
加
入
す
る
「
京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
」
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
被
保
険
者
の
利

便
性
を
考
慮
し
、
各
種
届
出
な
ど
は
お
住
ま
い
の
市

町
村
で
手
続
き
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

■
被
保
険
者
証

75
歳
の
誕
生
日
の
2
～
3
週
間
前
に
自
宅
へ
送

付
し
ま
す
。
そ
の
後
は
毎
年
、
有
効
期
限
の
2
～
3

週
間
前
に
送
付
し
ま
す
。

■
保
険
料

す
べ
て
の
被
保
険
者
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
、
所
得
割
額
（
被
保
険
者
の
所
得
に

応
じ
て
か
か
る
金
額
）
と
、
均
等
割
額
（
被
保
険
者

全
員
に
均
一
に
か
か
る
金
額
）
の
合
計
額
と
な
り
、

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
賦
課
さ
れ
ま
す
。

所
得
の
低
い
人
や
、
こ
れ
ま
で
会
社
の
健
康
保

険
や
共
済
組
合
の
被
扶
養
者
と
し
て
保
険
料
の
負
担

が
な
か
っ
た
人
は
、
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
決
定
通
知
は
、
75
歳
の
誕
生
日
の
1

～
2
か
月
後
に
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
は
、
毎
年
7

月
中
旬
頃
に
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

■�

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
あ
り
ま

せ
ん
か

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

支
払
い
方
法
は
、
年
金
か
ら
の
引

き
落
と
し
（
特
別
徴
収
）
と
納
付

書
や
口
座
振
替
で
の
お
支
払
い
（
普
通
徴
収
）
が
あ

り
ま
す
。
個
人
に
よ
っ
て
支
払
い
方
法
が
違
い
、
支

払
い
方
法
は
毎
年
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
支
払

い
は
特
別
徴
収
が
原
則
と
な
り
ま
す
が
、
申
出
に
よ

り
口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

納
期
限
が
過
ぎ
た
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が
な
い

か
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
国
保
医
療
課
ま
た
は
京
都
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
業
務
課
☎
０
７
５（
３
４
４
）

１
２
１
９

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が
ち

で
心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
人
を
対

象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン

を
開
い
て
い
ま
す
。
申
込
不
要
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
3
月
4
日
㈮ 

午

前
11
時
～
午
後
2
時=

料
理
作
り
、

3
月
18
日
㈮　

正
午
～
午
後
3
時=

カ
ラ
オ
ケ
や

ゲ
ー
ム　

場

所
／
中
央
公

民
館　

問
合

せ
／
住
民
福

祉
課

ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子

が
気
軽
に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び

な
が
ら
子
育
て
の
情
報
交
換
や
交
流

を
し
ま
す
。
校
区
に
関
係
な
く
、
ど

の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
申

込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
3
月
8
日
㈫　

午
前
10
時

～
11
時
30
分　

場
所
／
御
牧
・
佐
山

・
宮
ノ
後
の
各
保
育
所　

内
容
／
園

庭
開
放　

対
象

／
町
内
在
住
の

乳
幼
児
と
そ
の

保
護
者　

持
ち

物
／
着
替
え
・

水
筒　

問
合
せ

／
各
保
育
所

後
期
高
齢
者
医
療
は
、
75
歳
の
誕
生
日
当
日
か
ら
対
象
で
す

　初心者でも安心してご参加いただけるストレッ
チを中心とした教室から、エアロビクス、ボール
エクササイズなど全14種類の教室を開催。目的に
合わせて、様々な教室から選んでいただけます。
ゆっくりと、体力づくりや健康づくり、仲間づく
りをしてみませんか。
　日時／３月29日㈫～６月19日㈰　毎日３～５
教室を開催　対象／町内在住、40歳以上で継続し
て参加できる人　定員／各教室10～15人（教室
によって異なります。定員を超える教室は抽選）　
費用／60歳以上は１回100円、60歳未満は１回
200円　申込・問合せ／３月１日㈫からいきいき
ホールへ

【教室紹介】◆おなかシェイプ体操
　くびれたウエストは外見の良さ
はもちろん、姿勢・代謝などを保
つ上で非常に重要。健康の要である
腹筋を鍛えることで、姿勢も体調
も良くなり、ウエストもすっきりですよ！！
◆これからエアロ

　初めてエアロビクスをされる人
にお勧めの内容です。正しい姿勢
や足の運び方など基本動作を、繰
り返し行うことで動きの習得をす
るとともに、楽しく気持ちよく汗
をかくことができます。

　町では、宇治市・城陽市・京都府国民健康保険
団体連合会と共催で「元気フロンティア教室」を
開きます。参加は無料。記念品を用意しています。
　日時／３月19日㈯　午後２時～３時30分　場
所／役場５階コンベンションホール　内容／「脳
・こころ・体　まるごと元気に」（講演と健康体
操）。動きやすい服装でご参加ください　講師／女
性健康運動指導士 松本行紀 さん　定員／先着40
人　申込／３月11日㈮までに国保医療課へ。電話
可

いきいきホールの
「くみやまいきいき教室」

元気フロンティア教室
「脳・こころ・体　まるごと元気に」



22まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年3月1日

平成27年9月15日から10月14日までの受付分（敬称略）

シニアクラブ連合会主催の第33回輪投げ大会が１月
27日、役場コンベンションホールで開催されました。
輪投げは、３㍍と４㍍先の得点板を目がけて、９つの輪を
投じ、合計得点を競うもの。力の差もそれほどなく、誰でも
楽しむことができる人気のゲームです。
この日も、95歳の女性２人を筆頭に166人のシニアク
ラブ会員が参加。元気あふれる競技が繰り広げられました。
優勝は平山光一郎さん（栄楽会）、準優勝久光明さん（東佐
山青空会）、３位は長田源一さん（寿クラブ）でした。

町内の保育所と幼稚園で、生活発表会が行われました。
生活発表会は、子どもたちが日頃の生活や遊びを通して、
成長した姿を見てもらう場として開催しているもので、２
月10日に開催された宮ノ後保育所（写真）では、参観する
お父さんやお母さんに日頃の練習の成果を見てもらおう
と、合奏や劇遊びなどを発表。自分のセリフや元気な歌声
をホールいっぱい響かせていました。

おいしいキムチ漬けのコツを教わろうと、２月12日、中
央公民館で「漬け物教室」が行われ、男性３人を含む10人が
参加しました。
唐辛子や大根、ねぎなどでキムチ漬けの元となる「薬味（ヤ

ンニョン）」の作り方や、白菜の葉に塗り込んでいく方法など
を講師の内田公昭さんから教えていただきました。キムチは
漬けてから３～６日が食べ頃で、時間が経つほど酸味が増す
とのこと。参加者は「今日作ったキムチを食べるのが楽しみ
です」と感想を語ってくれました。

的を目がけてエイ！

練習の成果、元気に発表

おいしいキムチ漬けのコツを伝授 漬け物教室

生活発表会

▲的を目がけて輪を投じる参加者

シニアクラブ輪投げ大会

▶︎�

元
気
な
声
で
セ
リ
フ
を
言
う
４
歳
児

◀︎�

講
師
の
内
田
さ
ん（
右
端
）か
ら
指
導
を
受
け
る

参
加
者

平成28年１月15日から平成28年２月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

藤
和
田	

小
西
　
　
烈
・
小
西
　
　
純

下
津
屋	

古
川
　
恭
秀
・
古
川
　
佳
奈 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お ご

結
婚

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

大
橋
辺	

須
佐
美
華か
の
ん音	

秀
一
・
由
香

藤
和
田	

政
田
　
初は
つ
ね音	

元
昌
・
美
音
子

佐
　
山	

多
丸
　
奏か
な
た汰	

一
博
・
加
奈
子

　
林
　	

岡
本
　
結ゆ
う
あ彩	

隆
司
・
瞳

市
　
田	

大
八
木
浬か
い
り央	

直
樹
・
香
奈
子

　
〃
　	

長
谷
川
　
楓か
え
で　	

幸
寛
・
真
理

田
　
井	

井
上
　
悠ゆ
う

翔と	

祥
宏
・
菜
保
美

　
〃	

田
井
　
　
湊み
な
と	

公
章
・
千
裕

下
津
屋	

南
　
　
依え

ま茉	

佑
太
・
千
晶

　
栄
　	

金
井
　
絢あ
や
か佳	

修
・
真
希
子
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わがやの

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。

奥
野
　
結ゆ

い彩
ち
ゃ
ん

大
上
　
悠ゆ
う
せ
い成

ち
ゃ
ん

パ
パ
が
大
好
き
♡
元
気
に
大
き
く
な
っ
て

ね
!

パ
パ
も
マ
マ
も
じ
い
じ
も
ば
あ
ば
も
、み
ん

な
あ
な
た
に
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。（
笑
）

（
10
か
月
）

（
1
歳
）

２月２日、あいあいホールで「節分のつどい」が開催され、
25組59人の親子が季節行事の節分を楽しみました。
この催しは、お父さんやお母さんの子育てを応援しよう
と、民生児童委員協議会と同ホールが行ったもので、この日
は、まず手遊びで気持ちをほぐした後、親子で画用紙やのり
を使って鬼の面を制作。その後、鬼のふん装をした民生児
童委員が登場すると、泣く子や逃げる子もいましたが、鬼に
向かって勢いよく豆をまいていました。

東角小学校４年生53人が、昨年10月に球根を植え付け、
丹精込めて育てた水仙の花を、２月４日、町内の保育所や幼
稚園、交番など６か所に届けました。
人権の花運動は、子どもたちが花を栽培することによっ

て、生命の尊さを知ったり、相手への思いやりの心を身に付
けるなど、豊かな人権感覚を育むことを目的として行って
います。この日は、自分たちで育てた水仙の花にメッセー
ジを添え、人権擁護委員や先生と一緒にみんなで各施設に
届けました。

節分の２月３日、玉田神社の節分祭で御牧幼稚園の年長
児29人が豆まきをしました。節分の豆まきは、これから始
まる新しい１年が不幸や災いの無い年になりますようにと
行われている行事です。
この日は、境内で野口宮司から「鬼に向かって豆をまいて
大きな声で追い払ってください」と話を聞いた後、一人ずつ
豆の入った升を手に本殿の前へ進み、現れた赤鬼に向かっ
て、勢いよく豆をまきました。園児たちの勢いに押された
赤鬼は一目散に退散していきました。

節分で豆まき

豊かな人権感覚を育む

あそびのひろば

人権の花運動

豆をまいて災いの無い年に 玉田神社

◀︎�

鬼
に
向
か
っ
て
豆
を
ま
く
子
ど
も
た
ち

◀︎�

宇
治
警
察
署
林
交
番
に
水
仙
の
花
を
届
け
る

東
角
小
学
校
の
児
童
た
ち

▶︎
赤
鬼
目
掛
け
て
勢
い
よ
く
豆
を
ま
く
園
児
た
ち

松尾　英
え ま

茉・魁
かいせい

成ちゃん
（１歳・３歳）

いつも二人の笑顔に癒されます♡これか
らも仲良くね!!



24まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年3月1日

し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

３月18日㈮
４月11日㈪

藤和田、島田、東島田、東ー口（国
道 1号以東）、森（国道 1号以東）、
森村東（国道1号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

３月22日㈫
４月12日㈫

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道1号以西）、森村東（国道1号以
西）、西ー口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

引
っ
越
し
な
ど
で
出
た

多
量
の
ご
み
は
？

引
っ
越
し
な
ど
で
多

量
に
出
た
ご
み
を
、
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出

す
と
、
近
所
の
迷
惑
に

な
っ
た
り
、
町
の
収
集
体
制
に
影
響
が

出
ま
す
。
多
量
に
出
た
ご
み
や
大
型
ご

み
は
、
有
料
収
集
と
な
り
、
戸
別
に
収

集
し
ま
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。
収
集
日
は
、
毎
週
木

曜
日
で
す
。

収
集
に
当
た
っ
て
は
、
収
集
車
両
が

入
れ
る
所
ま
で
ご
み
を
出
し
、
作
業
に

立
ち
会
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
ご

み
の
量
に
応
じ
て
処
理
料
金
を
徴
収
し

ま
す
。

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
料
乾
燥
機
は
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
事
前
に
所
定
の
手
続
き
と
費

用
が
必
要
で
す
。

引
っ
越
し
で
出
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
古

紙
、
古
布（
古
着
）は
、
地
域
の
集
団
回

収
等
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
の

無
料
配
布

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
循
環
型

社
会
形
成
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス

テ
ム
構
築
の
一
環
と
し
て
、
公
園
な
ど

の
樹
木
や
街
路
樹
・
家
庭
の
庭
木
な
ど

の
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
て
配
布
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
①
地
域
住
民
向
け
②
農

家
等
大
口
利
用
者
向
け（
②
は
事
前
申

込
制
）
に
分
け
て
無
料
配
布
し
ま
す
。

無
く
な
り
次
第
、
配
布
終
了
し
ま
す
。

■�

配
布
期
間
・
場
所
な
ど

（
①
地
域
住
民
向
け
②
農
家
等
大
口
利

用
者
向
け
と
も
に
）

　

配
布
期
間
／
3
月
14
日
㈪
～
18
日
㈮

各
日
と
も
午
前
９
時
～
午
後
4
時（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
対
象

者
／
城
南
衛
生
管
理
組
合
管
内（
宇
治

市
・
城
陽
市
・
八
幡
市
・
久
御
山
町

・
宇
治
田
原
町
・
井
手
町
）
に
在
勤
ま

た
は
在
住
者　

配
布
場
所
／
①
地
域

住
民
向
け
＝
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン

タ
ー
（
城
陽
市
寺
田
奥
山
１
‐
61
） 

☎

0
7
7
4
（
5
2
）
3
5
8
1
（
ク
リ

ー
ン
21
長
谷
山
）、
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
沢

（
八
幡
市
八
幡
沢
１
番
地
） 

施
設
課
☎︎

0
7
5
（
6
3
1
）
0
8
3
5　

②
農

家
等
大
口
利
用
者
向
け
＝
旧
奥
山
リ
ユ

ー
ス
セ
ン
タ
ー

■
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
の
事
前
申
込

　

受
付
日
時
／
3
月
７
日
㈪
～
11
日
㈮

各
日
と
も
午
前
9
時
～
午
後
4
時（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）　

配
布
予
定

数
／
各
日
先
着
35
台
分　

申
込
／
ク
リ

ー
ン
21
長
谷
山
☎
0
7
7
4
（
5
2
）

3
5
8
1

　
【
注
意
】
▼
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん

▼
持
ち
帰
り
用
の
袋
や
容
器
、
ス
コ
ッ

プ
な
ど
は
各
自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い

（
地
域
住
民
向
け
）
▼
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

で
の
大
口
の
持
ち
帰
り
は
、
農
家
等
大

口
利
用
者
向
け
の
配
布
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
▼
引
取
り
用
車
両
は
、
荷
台
を
コ

ン
パ
ネ
等
で
か
さ
上
げ
し
、
必
ず
シ
ー

ト
を
掛
け
運
搬
中
の
飛
散
・
落
下
を
防

止
し
て
く
だ
さ
い
▼
第
三
者
へ
の
販
売

目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
▼

荒
天
に
よ
り
、
配
布
を
中
止
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
開
催
の
有
無
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
向
け
は
配
布
場
所
に
、

農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
は
申
込
先
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

結
果
は
Ｈ
Ｐ
で
公
表

町
で
は
、
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
プ
ラ

ン
第
３
期
計
画（
地
球
温
暖
化
対
策
実

行
計
画
）に
基
づ
き
、
役
場
庁
舎
や
町

関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

取
組
内
容
と
し
て
は
、
空
調
機
器

の
目
標
温
度
の
設
定（
冷
房
28
℃
以

上
、
暖
房
19
℃
以
下
）
や
、
ク
ー
ル
ビ

ズ
、
ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
の
奨
励
、
照
明
機

器
の
可
能
な
限
り
の
消
灯
な
ど
を
職
員

全
員
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
は
、
私
た
ち

の
日
常
生
活
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や

努
力
で
効
果
が
表
れ
ま
す
。
ご
家
庭
や

事
業
所
で
も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
組
状
況
や
平
成
27
年
度
上
半
期

の
取
組
結
果
に
つ
い
て
は
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
環

境
保
全
課

天ぷら油等による
火災の防止！

平成26年中の全国の
「こんろ」が出火原因に
よる火災は3,484件で、
全 火 災（43,741件） の
８％を占めています。そ
の内、建物火災は23,641
件で、「こんろ」が3,431
件（14.5％）で、第１位と
なっています。
「こんろ」火災を防止

するために日頃から次の
ことに心がけましょう。
【家庭で実践する「こん
ろ」火災防止のポイン
ト！】
　▶天ぷらなべを火にか
けたら、その場を離れな
い▶こんろから離れると
きは必ず火を消す▶天ぷ
ら油は加熱しすぎないよ
うに注意を▶こんろの周
りに燃えやすい物を置か
ない▶加熱防止装置の付
いた調理器具を使いま
しょう▶万が一のときに
備えて、消火器を用意し
ておくと安心です

天ぷら油による
火災は、慌てて水をかけ
たり、野菜を投げ入れる
などは厳禁です。消火方
法を誤ると被害を一層拡
大するおそれがあります
ので、消火器で安全確実
に消火しましょう。

問合せ／消防本部

！
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３月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

2月1日現在  久御山町の人口  16,325人（男8,103人、女8,222人）　世帯数6,854

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

長寿健康課 ☎ 631-9903/45-3904
choju@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保医療課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

9日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  2日（第1水曜日）
16日（第3水曜日）
缶・ビン

  9日（第2水曜日）
23日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。



この広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用していますこの広報は、環境にやさしい植物インキ、再生紙を使用しています

ヘルシークッキング

エネルギー　38キロカロリー／ 1人分
塩分　　　　0.3 グラム

　菜花などの花のつぼみには、神経細胞の修復
に欠かせない葉酸がたくさん含まれています。
また、カッテージチーズなどの乳製品には脳の
スイッチを入れるカルシウムが多く、脳を元気
にする一品です。 長寿健康課

vol.206 菜花の白和え風

作り方

①

②

菜花は長さ半分に切り、
色よく茹でる。赤ピーマ
ンはくし型に切り、さっ
と茹でておく。
Ａを混ぜ、「①」を和えて
器に盛る。
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●材料（4人分）
菜花
赤ピーマン
カッテージチーズ
マヨネーズ
白すりごま
しょうゆ

150ｇ
16ｇ
30ｇ

小さじ２
小さじ1/2
小さじ１

A

平
成
28
年
3
月
1日
号
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110番消費生活消費生活 vol.208

　全国の消費生活センターには、
「電気マッサージ器」に関して、「使
い始めて３日目に圧迫骨折した」、

「フットマッサージ器で、太ももが内
出血した」といった危害に関する相
談が多く寄せられており、増加傾向
にあります。体の疲れを癒すための
家庭用マッサージ器ですが、時には
大きな事故につながる可能性があ
ります。事故は家庭だけでなく、店
舗や宿泊施設でも発生しています。
　【主な相談事例】
①マッサージチェアを体験したら
　腕もみ機能で腕が腫れた。
②フットマッサージャーで、危ない
　と感じて、停止ボタンを押した 
　ら足が強く挟まれたまま停止し
　た。今も足がしびれたような状
　態だ。
③ベッド型マッサージ器を使用して 
　いて、販売員に止めてほしいと 
　言ったが聞き入れられなかった。
　背骨を痛めたため、直後から真っ
　すぐ立てなくなり、寝返りも打て
　ない。

④首及び肩掛け式マッサージ器で高
　齢の母が使用中に肩と胸の骨を骨
　折した。
　【問題点】
①安全な使い方が販売・体験時に消
　費者に十分提供されていない。
②消費者も適正に使うために必要な
　情報に積極的には触れていない。
③中程度の刺激から運転が始まった 
　り、挟み込まれたまま止まることもあ
　る。
④危ないと感じても停止が間に合わ
　ない。
☞アドバイス
①使用が禁止されている疾病等があ
　るので、購入や使う前には販売店
　や医師に確認しましょう。
②店舗等での体験でも事故が発生し
　ているので、まず機器の操作方法
　を知りましょう。
③安全のため、使用する際にはまず
　「弱」の強さから始めましょう。
④身体に異常を感じたときは直ちに
　中止しましょう。
⑤利用の前には機器に外観上の異常

がないか確認
しましょう。
　疲れを癒す
ため、美容の
ため、様々な
理由で利用さ
れるマッサー
ジ器ですが、使用方法を守らなけ
れば、大きな事故が起こるかもしれ
ません。体調を良くするつもりが
全く逆効果！　なんてことになら
ないためにも、購入するときにしっ
かりと確認し、利用するときには使
用方法をよく読むなど、心も体も気
持ちよくなるために安全な使い方
を心がけましょう。

★
　万一トラブルに巻き込まれたら、
一人で悩まず、京都府消費生活安
全センター☎075（671）0004、京
都府山城広域振興局商工労働観光
室☎0774（21）2103、または役場
産業課へご相談ください。

家庭用電気マッサージ器は安全に
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